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宗方小太郎日記，明治 30～31 年
大 里 浩 秋
1．はじめに
　本所報 No. 37に「上海歴史研究所所蔵宗方小太郎資料について」を載せ，そこに宗方の明治 21年の
日記の一部を収録し，No. 40に「宗方小太郎日記，明治 22～25年」，No. 41に「宗方小太郎日記，明














2．明治 30 年 1月から 12 月の日記
　明治 30（1897）年の日記は，実は前年 29年 9月 1日から書き始めてこの年の 1月 31日まで続いた














治 28（1895）年の 1月 27日のことで，宗方が広島での創立会結成に参加していることはその日の日記
に書かれており，同年 10月 22日にもその関連する会議に出ているのだが，その内容には触れていな















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3．明治 31 年 1月から 12 月の日記















































































































1月 3日―臨時第三号の一，二，4日―号外信，8日―臨時第四号，2月 13日―第二十六号，3月 1日―
第二十七号，3月 15日，21日にも報告しているが，何号か判明せず。4月 13日―号外信，15日―何号
か判明せず。26日―第三十号，5月 2日―第三十一号，11日―第三十二号，16日―第三十三号，23日
―第三十四号，日付け不明（27日頃）―第三十五号，6月 20日―第三十六号，7月 6日―第三十七号，
19日―第三十八号，29日―第三十九号。　　
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明治三十一年
正月元日　陰。鉄口駅に新年を迎へ，午後四時芝罘に帰る。夜田結領事，齊藤力三郎，平原へ膠州湾の
実況を話す。東京伊東海軍々令部長に膠州湾独乙占領軍実況を電報す。威海衛中西に電報にて帰着を
報じ，其の来遊を促す。熊本留守宅の信，東京白岩の信二通，中西正樹の信，古城貞吉の信，安原金
次の信来着し居れり。
正月二日　晴。是日終日在寓，報告を作る。正午旅宿主人より領事館員一同並に余等同寓者を饗す。会
者田結領事，高垣，船津，大杉，川上，齊藤，越山及び余也。夜領事を訪ひ年頭を賀し，酒談時を移
し，高垣，船津二氏の処に小坐，帰寓。報告を作りて四更に至る。
正月三日　晴。午前報告成る。直に之を郵送す。則ち臨時第三号の一，第三号の二の二封なり。客月下
旬露国軍艦五隻旅順口を借りて之に拠る隠約の間占領の意味を含有せり。英国亦た舟山に拠れりとの
説あり。東方の風雲益す急。
正月四日　晴天。是日上海汪康年に致書し，其の日本行の期を緩ふし，予の上海に帰るを待たしむ。熊
本内田岳父並に留守宅に発信す。東京安原氏に号外信を発す。候補知府楊福璋に面し平度の兵数並に
旅順，膠州の事を探聞す。
正月五日　陰。午後中西正樹威海より来着。晩共に船津及び田結領事を訪ふ。諸氏予輩を留て晩食す。
八時辞別。楼を下るの時過て梯子より堕ち，後頭，左肩，左肋を痛撲し，一時殆ど気息を絶つ。領
事，中西，船津，大杉等看護大に至る。歩して帰る。
正月六日　晴。領事館諸氏来問。予床上に静臥し，傷を養ふ。
正月七日　晴。午後田結領事来訪。
正月八日　晴。東京安原に第四号信を発す。福州井手の信到る。夜楊福璋を招邀す。
正月九日　晴。領事館員来訪。
正月十日　晴。夜田結領事を訪ひ，別を叙し，雄談夜更に及んで帰る。船津，高垣来訪。齊藤，中西，
越山等と今古を暢談し，一時寝に就く。領事より明日中餐の案内あり。
正月十一日　晴天。予将に是日を以て芝罘を辞し，太古洋行の武昌輪船にて上海に帰らんとす。早行李
を収拾す。船の出帆明日に延びたるを報じ来る。正午田結領事の中餐会に赴く。三時帰る。田結氏来
訪。
正月十二日　晴。午後二時中西，齊藤，越山，楊福璋諸氏と分袂し，高□号を出で，船板に乗ず。知友
諸氏送りて海岸に来る。一別，河梁の情に堪へず。高橋藤兵衛，船津辰一郎武昌輪船に来り別る。上
等船室に搭ず。上海に至る三十五円也。午後四時十五分出帆。海波平穏。
正月十三日　晴。風静にして波平かなり。同船の上等客西洋人男女五人と予の六名のみ。
正月十四日　雨。午後一時半，船呉淞口に入る。三時太古碼頭に着す。上陸，玉の家に投ず。勝木を招
き晩食す。夜林正則並に小田切領事を訪ひ，芝罘領事館より依頼の書信を交付す。古城貞吉の信を勝
木より領収す。
正月十五日　雨天。芝罘田結領事，越山，齊藤，船津，大杉，川上，高垣諸氏に発信す。午後円山来
訪。芝罘船津より依頼の金子を交付す。
正月十六日　陰。午後出て大東新利洋行に至り，姚賦秋を訪ひ，談話時を移して帰る。是日井口生漢口
より来着。夜勝木，井口来談。
正月十七日　陰天。午前勝木来訪。午後橋元来談。晡時河本訪来る。之を留て晩食す。夜宮坂，多田，
高木，井口等来訪。
正月十八日　晴天。午後成田安輝来訪。本日の便船にて来着せるもの也。今晩の大井川丸にて漢口に向
ひ，然後四川に入り一年間該地に留り，終に西蔵に遊び，大に為す有らん事を期する者也。談話時を
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移して去る。蓋亦快男児なる哉。夜井口生来り別を告ぐ。本夕を以て漢に帰ると云ふ。出て其行を送
る。
正月十九日　晴天。是日午時台湾総督乃木氏，山口武洪，在台北学友会員一同，吉田，竹崎諸氏に発信
す。此外佐々友房，内藤儀十郎，浅山知定，安原金次，河口介男並に熊本同窓会員諸氏及び留守宅に
致書す。
正月二十日　晴。午前勝木，河本来訪。午後名尾千里，橋本某並に小越平陸来訪。小越は本日漢口より
帰着せるもの也。安藤虎男来訪。晩四馬路に散歩し，帰途勝木を訪ひ，小談，帰る。
正月二十一日　晴天。午前新聞社員對馬機，池田某，勝木等来訪。午時林正則より中食の案内あり。午
後大東新利洋行より招邀。会する者小田切領事，永井郵船会社支店長，小田郵便局長，西村天囚，山
田寒山，松林孝純，小越平陸，吉田某，松本某及び予の十人にして，姚賦秋，河本磯平，之が主人た
り。酒詩応酬，十一時に至て散ず。是日蘇州片山敏彦の信到る。熊本山田珠一，高木正雄に発信，膠
州湾事件落着の事を報ず。
清国政府は九十九年間（法語にて永久を意味す）膠州湾の青島附近一百清里の周廻区域を独乙に貸
与し，且つ宣教師被害の賠償其他一切の費用として二十二万五千両を独乙に償ひ，又た独乙が清国
内地に在りて七ヶ処の教会堂を建設する事をも許諾したり。
独乙は青島を以て英の香港に於けるが如く自由貿易港と為すの計画あり。
正月二十二日　陰天。是日清暦元日たり。芝罘越山の電報到る。東京より予の手当金，芝罘に宛て来着
せし事を報じ来る。郵船会社支店長永井久一郎より明後夕宴会の案内状を送る。
正月二十三日　陰天。心気不佳。午後小越来訪。夜林正則の饗に赴き，八時帰る。
正月二十四日　晴。是日郵船会社より晩餐会の案内を受けしも心気佳ならざるを以て之を辞す。午後小
越，多田，橋元等来訪。橋元，多田二生を留めて晩食す。夜橋本，名尾二人来訪。是楽善堂実相寺よ
り安慶楊子荃の書信を転致し来る。
正月二十五日　晴天。午前勝木来訪。福州松倉の電報到る。晩在上海の学生橋本，宮坂，名尾，伊東，
早田，田村及び小越の七人を招き晩食を饗す。
正月二十六日　晴天。午前山田良政，東京安原の信を携て来訪。海軍の嘱託にて北支那に赴く者也。林
正則来訪。片山敏彦蘇州より来着。勝木の処に至り中食す。午後小越，吉田等来訪。晩片山を招き小
飲。夜名尾生来訪。
正月二十七日　晴天。芝罘越山寛，熊本内藤儀十郎に発信す。午前名尾生，橋本等来訪。午後那部，小
越来訪。
正月二十八日　晴天。午後片山，勝木と河本の招邀に赴く。九時帰る。林正則来訪。是夜小越平陸芝罘
に向て発す。九時半片山，勝木来る。酒を命じて飲み，午前三時に至る。暴飲無節沈酔淋漓，殊に人
をして堪へざらしむ。是日河本の寓より帰途不図梶川重太郎に邂逅す。昨日神尾光臣と共に来着せり
と云ふ。
正月二十九日　晴。午後梶川を東和洋行に訪ひ寛談。時を移して帰る。今夜神尾氏と共に漢口に赴くと
云ふ。蘇州河畔に至り片山敏彦の蘇州に帰るを送る。
中央鉄道の資本金白耳義国より借用の約成り，本年陰暦二月十五日を期し総弁盛宣懐上海を発し，
漢口より北京に至る迄予定の中央鉄道全線を踏査すと云ふ。
正月三十日　陰。午前平戸人本澤謹蔵来訪。十時松倉善家福州より来着。井手，前田，中島真雄等の書
信に接す。晩松倉来訪。
正月三十一日　晴。福州井手，前田，中島真雄等に復書し，並に時務報館汪康年に一書を致す。橋本，
名尾二生来訪。名尾生，吉田松陰松下村塾の柱面に題せし書を携へ贈る。午後松倉と小田切領事を訪
ひ，談時を移て帰る。海軍中佐島村に邂逅す。希，土の戦況を視察して帰る者なり。晡時橋元生来
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訪。本日蘇州より帰来せりと云ふ。
二月一日　晴天。午前汪康年進士来訪。深水十八亦た大坂より来着。午時汪氏並に深水を誘て東和洋行
に至り会飲す。午後三時半散ず。熊本池邊源太郎，河口介男の信到る。小田切領事より明日晩餐の案
内あり。夜名尾，橋本，宮坂等来訪。
二月二日　晴天。午前 汪康年に致書，明日の招邀を辞す。今夜漢口に赴く事となればなり。午前姚賦
秋を訪ひ辞別す。午後山田良政，宮坂，松倉，吉田等来訪。夜小田切領事の晩餐会に赴く。九時辞
帰。十時大井川丸に搭ず。深水，松倉同行たり。河本，橋元，橋本，宮坂，山田，米良，栃原，吉
田，勝木等来り送る。
舟山には目下英国東洋艦隊旗艦センチユリヲン以下軍艦三隻（合四隻）水雷艇一隻並に清国兵船超
武号有り，碇泊す。
二月三日　晴。午前五時開船。
二月四日　雨。朝鎮江を過ぐ。
二月五日　陰。
二月六日　夜十時漢口に達す。東肥洋行に小休。十一時漢報館に入る。桂，岡等と談じ，午前二時就
寝。
二月七日　晴。朝来衣物を購ひ室内を整頓す。館内の諸人交も来りて安を問ふ。午後金嶋，柳原，緒
方，深水，松倉等前後来訪。夜東肥洋行に至り，十一時帰る。
二月八日　陰。朝宇都宮太郎来訪。陸軍大尉にして事を以て此地に留る者也。午前宇都宮と桂を訪ひ，
午時帰る。午後松倉来訪。桂より晩餐の案内あり。八時梶川重太郎，宇都宮二人を訪ひ，談話十時に
至て帰る。
二月九日　晴天。午前清人数名来訪。午後東肥洋行に至り，晩桂齊之の留別会に一品香に赴く。会する
もの宇都宮，梶川，松倉，深水，緒方，橘，金嶋，岡，柳原，外商船会社員三人，及び書生二名也。
八時散ず。帰途東肥に至り十一時帰る。
二月十日　晴天。午前松倉，柳原来訪。午時楊開甲，郭某来訪。開甲近日安慶に赴くを以て其の父子荃
氏に致すの書を托す。午後二時東肥に至り，桂，宇都宮，松倉，緒方，橘，井口，岡，柳原外三四人
と会食す。十時帰る。是日税関文案曹邦彦来訪，新聞紙発行に付き漢報と合同を求む。予之を拒絶
す。
二月十一日　晴天。午前宇都宮太郎，桂齊之来りて別を告ぐ。本夕を以て此地を発し帰朝する者なり。
晩宇都宮太郎，桂齊之の帰国を鄱陽輪船に送り，八時握手相別る。東肥洋行に至り，十時帰る。宇都
宮等同道にて武昌自強学堂稽査姚以下三人の武員並に瞿道台の猶子日本に赴けり。是日李泉渓，蕭香
蓉，金某，楊開甲等前後来訪。
二月十二日　晴天。午前九時柳原，深水，松倉，橘等と江を渡り武昌に至り自強学堂内の柳原の寓室に
て中食し，学堂を一覧し，去て蛇山曾国藩の祠堂に遊び，帰途再び柳原の処に小憩し，四時東肥に帰
り，談話十時に及で帰館。上海河本磯平の信到。
二月十三日　陰天。日曜日。午前商船会社より中食の招きあり。事故を以て辞す。東京に第二十六号報
告並に熊本留守宅に致すの書を作る。是日雇員宦誨之を解雇す。岡幸七郎を是日より漢報館に招き留
まらしむ。
二月十四日　雨天。昨日認むる所の書信並に大坂鳥居赫雄に寄するの信を投郵す。午前深水来訪。午後
五時東肥に至り松倉善家の上海に帰るを送る。林正則，小田切万寿之助，河本磯平，勝木恒喜等に致
すの書信を托す。梶川，緒方等と談じ，十時帰る。
二月十五日　雨天。是日上海河本磯平，芝罘高垣徳次，上海姚賦秋の信到る。河本は上海にて乙末会機
関として雑誌発行の案を立て，予の賛成を求め来る。暮時商船会社の晩餐に赴く。十時帰る。
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二月十六日　雨天。河本に上海に復書す。是夜漢報館主筆胡履福を解雇す。其の職務を曠廃して責任を
重んぜざるのみならず，予の不在中非道の行為有りしを以てなり。退職を命ずるの時之に金十五円を
給与し帰京の旅費に充てしむ。夜東肥に至り，十時帰る。
二月十七日　雨天。是日より漢口通信員黄山逸客を招て暫く主筆房編修の事を助けしむ。
二月十八日　雨天。午後柳原来訪。晩商船会社に至り，九時帰る。是日小使張用を解雇す。
二月十九日　雨天。福州井手三郎，上海河本磯平の信到る。晩神尾大佐より晩餐の案内あり。柳原と共
に赴く。九時帰る。
二月二十日　雪。午前緒方来訪。夜岡と東肥に至り，十時帰る。腹痛。
二月二十一日　雪。上海宇都宮太郎，桂齊之，松田満雄の信到る。晩神尾大佐来訪。腹痛稍劇，悪寒□
催。
二月二十一日　積雪，皚然。上海河本に致書し紙料の代価を問ふ。午後神尾氏来訪。是日羽臣を聘して
主筆房の事を助けしむ。晩沙市領事永瀧より山階宮王妃殿下本月十七日薧去に付き三日間宮中喪仰出
されたる旨を報じ，漢口居留民一般へ通知方を依頼し来る。即刻之を在留者一同に転達す。安慶楊子
荃の信到る。夜洋街に散歩し，帰途商船会社に至り小談，帰家。
二月二十三日　新晴。是日沙市領事永瀧に復書す。夜商船会社の案内あり，其の社宅に於て松林伯龍の
講談を聴き十二時帰る。
二月二十四日　晴。沙市永瀧の電報到り，山階宮王妃薧去云々の前報は電信局の誤りにて，王妃にあら
ず山階宮殿下の薧去なる事を報じ来る。因て之を居留民一同に通知す。午後梶川重太郎来訪，本日上
海に下り，二週の後再び来漢すべしと云ふ。夜東肥に至り　梶川等に別れ，十一時帰る。
二月二十五日　晴。東京白岩龍平，熊本河口介男，上海松倉善家の信到る。上海河本磯平に致書す。午
後同氏と洋街に散歩す。
二月二十六日　陰。土曜日。是日大坂鳥居赫雄，東京白岩龍平，熊本河口介男並に家信を附郵す。豹皮
一枚を深水十八の帰県に托し留守宅に送る。外に宇都宮太郎，橋本齊次郎に一封を致す。晡時深水
十八来り，別を叙す。上海松倉に復するの信を托す。夜深水を江寛輪船に送り，九時帰る。緒方，井
口来訪。　
二月二十七日　陰。沙市領事永瀧の書到る。芝罘高垣，越山，威海衛中西，福岡高橋謙に致すの書を作
る。中西，高橋には張之洞の聘に応ぜん事を勧誘す。重慶領事館員高橋橘太郎，外一名来訪，本日来
着せりと云ふ。
二月二十八日　晴。朝陸軍大尉齊藤勝力三郎来訪。芝罘にての先約を踏み，帰国の途次来游せる者な
り。中食後齊藤を伴ひ船を僦て漢陽に遊び，晴川閣，大別山，白牙台を巡覧し漢水を下りて帰る。晩
小飲。橘，井口来訪。夜東肥に至り，九時帰る。是日先考の一周年忌辰たり。謹慎を守り家居せんと
擬す。偶々齊藤千里道を抂げ前約を踏んで来り訪ひ，明夕の大井川丸にて上海に折回せんとす。於是
地主の誼を尽し東道を以て任ぜざるを得ず，蓋し不得已也。只だ東天を遥拝し先考の神霊に黙訴し追
懐の情に堪へず，稍然久之。
三月一日　風雨。午前岡氏に齊藤を伴ふて武昌に一遊を依嘱す。予事を以て往くを得ず。午後館中に於
て齊藤を餞す。緒方来会。六時齊藤を江干に送るに，風雨甚猛江声如吼，舟子惧れて船を出さず。往
返逼促数次の後漸くにして発す。是日齊藤の帰申に托し，東京安原への報告（二十七号）並に高橋謙
に致すの書を上海着の即日附郵を依頼す。夜東肥に至り，十時帰る。
三月二日　雨。午後井口生来訪。福州中島真雄，井手三郎，上海勝木恒喜の信到る。
三月三日　雨天。夜東肥に至る。
三月四日　雪。晩東肥に於て石原の帰国を餞す。十一時帰る。
三月五日　熊本留守宅，高木正雄，台湾井原真澄，篠原由雄の信並に上海時務報館汪康年進士，安慶楊
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掌教，沙市横田三郎，上海梶川大尉の信到る。是日商船会社石原に磁器三種を贈り餞別と為す。晩石
原の留別会に一品香に赴き，九時帰る。橘三郎，井口忠来談。
三月六日　陰寒。心気不佳。
三月七日　陰，夜雨。台湾七里恭三郎の信到る。晩石原市松を大井川丸に送る。
三月八日　陰。上海河本磯平の信到る。
三月九日　晴。上海時務報館汪康年に復書す。去年是日余熊本の郷里に帰着し始て家君の死を知る。追
懐往時感何堪。
三月十日　晴。夜緒方二三，橘三郎来談。十二時半辞帰。
三月十一日　雨天。土屋員安，桂齊之，宇都宮太郎等の信到る。夜東肥に至り，十一点鐘帰館。
三月十二日　雪。土曜日。朝沙市領事永瀧久吉来訪，只今来着せりと云ふ。午後柳原来訪。夜永瀧来
談。
三月十三日　快晴。東京軍令部，上海井手三郎，熊本篠原の信到る。井手は月の七日福州より上海に着
し，痔疾の為に困し居ると云ふ。夜緒方，橘，岡等と永瀧を「ホテル」に訪ひ，十一時帰る。
三月十四日　陰天。朝梶川大尉，船津辰一郎来訪。今朝到着せりと云ふ。上海井手，松田，熊本山田珠
一，葉室諶純の信到る。午後永瀧領事来訪。夜梶川を訪ひ，十一時帰る。
三月十五日　快晴。早朝井手三郎上海より来着。福岡高橋謙の信到る。近日職を休め帰郷せりと云ふ。
金島文四郎，船津辰一郎，緒方二三，李泉渓，井口，梶川重太郎等来訪。東京安原に報告を出す。熊
本留守宅，篠原由雄，角田少将等に致書す。夜梶川の招邀に一品香に赴く。十時帰る。
三月十六日　快晴。是日副主筆范仲卿，賬房査汝成の二人を解雇す。夜永瀧，梶川，船津，井口等来
訪。井手と出て神尾光臣を訪ふ，在らず。是日芝罘越山寛，小越平隆，熊本宮崎寅蔵，安慶楊子荃等
の信到る。越山，小越より旅順に於ける露国，青島に於ける独逸の近状を報じ来る。
三月十七日　風雨。永瀧来訪。
三月十八日　陰。朝汪康年来訪。今日到着，直に湖南に赴くと云ふ。茶話後相携て神尾，梶川等を訪，
晌午帰る。夜永瀧の饗に一品香に赴き，九時帰る。是日張壽民を雇て賬房の事を掌らしむ。
三月十九日　晴。是日予在漢口邦人全数を一品香楼に饗する筈なりしも，神尾よりの相談にて今夕は之
を同氏に譲り，予は明晩に延ばせり。午前神尾光臣を訪ふ。銭恂亦来訪。談話時を移て帰る。柳原来
談。晩神尾の饗に一品香に赴く。席将に散ぜんとする時汪康年，銭恂が隣室に一席を設け神尾，船
津，梶川，井手，緒方及び予を招く。小飲後神尾，梶川，飛松，湯本，河合，船津等を送りて江寛船
上に至り別を叙して帰る。楊子荃の信安慶より到る。
三月二十日　雨。早朝李泉渓，新主筆尹仲韓を伴ひ到る。午時館内に於て酒席を設け会飲し尹，張二人
を館員に紹介し，且つ今日解雇の主筆范鋭及び賬房査汝成を送るの意を寓す。范には船資として銀十
元を贈る。六時漢口居留の邦人を一品香に招き饗す。来客は沙市領事永瀧，商船会社森，金島，外二
人，東肥洋行緒方，橘，井口，浅井，東益洋行福島，及び井手，岡の十二人也。九時散ず。東肥に至
り談移時而帰。
三月二十一日　雨。是日上海郵便局田村，並に神尾光臣，外国新聞捷報館に致書。東京安原に報告を発
す。
三月二十二日　雨。永瀧来訪。是日松田満雄，栃原孫蔵来る。本日上海より到着せりと云ふ。夜井手，
岡と東肥洋行の晩餐に赴く。永瀧亦来る。十時散ず。
三月二十三日　陰。午前永瀧来訪。午後井手と出て松田，栃原を星記桟に訪ひ小談，帰る。夜井手，岡
と商船会社に至り，十時帰る。
三月二十四日　快晴。午前橘三郎来訪。午後井手と洋街に散歩す。夜東肥に至り，十時帰る。
三月二十五日　健晴，春色大に動く。是日井手，橘二氏と江を渡り武昌に至り，先つ黄鶴楼に上り，後
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自強学堂に至り柳原を訪ふ。中食後東文学堂を一覧し柳原を辞し，保安門内蕭家巷に李泉渓を敲く。
小飲，辞帰。東京安原の信到る。夜緒方，橘，井口等来訪。共に出て永瀧久吉を沙市輪船に送り，九
時別を告げ帰る。
三月二十六日　晴。是日予，井手と共に上海に下らんとす。行李を収拾す。松田，栃原来訪。柳原又来
る。東京白岩龍平，熊本留守宅の信到る。午後七時井手と共に天龍川丸に搭ず。柳原，岡，緒方，
橘，井口，金嶋等来り送る。八時四十分開船。
三月二十七日　晴。午前九江を過ぐ。
三月二十八日　晴。午後南京，鎮江を過ぐ。漢口を発してより船中素行と唱和し，長短十首を得たり。
三月二十九日　雨。正午船上海に達す。松倉氏来り迎ふ。豊陽館に投ず。河本，勝木，田邨等来訪。大
坂鳥居赫雄の信到る。
三月三十日　雨天。午前多田，橋本，河本等来訪。夜林正則，對馬檥，小田桐勇輔，橋本某，米良，石
崎，勝木等来訪。是日勝木より百二十円を借り，此中百円を井手に交付す。時務報館梁啓超に致書
す。
三月三十一日　陰天。午前宮坂来訪。蘇州荒井甲子之助の信到る。是佐世保角田少将に致書し，其の児
子清国遊学の件に付き云々す。熊本留守宅に致書。外務省の補助金中より四百円を支那店に入金を命
ず。但し漢口の同支店にて該金員を受取るが為なり。東京安原に致書す。林正則来訪。午後船津辰一
郎，名尾千里，橋元等来訪。熊本篠原由雄の信到る。本日来着の瀬上生携へ来る。
四月初一日　晴天。午前井手と上車。時務報館に至り，梁啓超，汪康年等を訪ふ。梁は天津に赴き，汪
は湖南より未だ帰らずと云ふ。帰途姚賦秋を訪ひ小談，帰る。郵便局に至り，昨日認むる所の書信を
発す。小田切を訪ひ立談，辞帰。午後那武，汪司直，池田等来訪。晩井手，松倉，多田，橋元，勝木
等と会食す。是日熊本留守宅の信到る。
四月二日　雨天。午前六時半井手を送りて長門丸に至り，七時半開船，別を叙して帰る。熊本学生江崎
嘉蔵に発信す。午後福本誠来訪。近日便船を待て欧洲に漫遊すと云ふ。談話時を移して帰る。本澤謹
蔵蘇州より来訪。多田亀毛亦到る。夜小田切領事の晩餐会に赴く。福本誠，小田貴雄，小野某，吉田
順蔵，北代成業，並に予の六人にして，小田切夫婦主人たり。快飲十時に至て散ず。
四月三日　陰天。日曜日。神武天皇祭。是日上海居留民中の重なる者，桃花を竜華寺に賞せんとす。
予，事を以て行かず。名尾，高木等前後来訪。
四月四日　晴。熊本宮崎寅蔵の信到る。東京安原に発信す。姚賦秋より味蒓園の午餐会に臨せん事を請
ひ来る。故有りて，之を辞す。那部，林来訪。晩松倉氏と領事館に至り船津を訪ひ小談。去て對馬機
を訪ふ，在らず。又た去て語学研究所に至り課業を一覧し，安藤の処に談話し，十時帰る。是日林正
則を訪ふ。
四月五日　晴。午前福本誠を東和洋行に訪て帰る。午後田村の蘇州行を老閘に送る。晩瀬上生漢口に向
て発す。岡幸七郎に致すの書二通を托す。中西正樹威海衛よりの信到る。旅順，大連湾に於ける露国
の近状を報じ来る。東京安原に発信し中西の書を転致す。中西報道の要領左の如し。
三月二十六日午前十時北京政府は旅順駐紮の宋慶に電命して云ふ。旅順，大連両地を以て向ふ
二十五ヶ年間露国に貸与せり。宜く速に全軍を営口，田庄台の方面へ退くべしと。
露兵は当日直に上陸。其数歩兵千二百，騎兵二百なり。而して黄金山上高く国旗を掲げ軍楽を奏
し，市街の内外を運動して兵威を示し，又た七隻の軍艦は満艦凶を為し楽を奏しつつ港外に遊弋せ
り。
露艦の旅順に在るもの七隻，大連湾に在るもの三隻。
宋慶帯ぶる所の清兵は二十七日より撤退を始めたり。宋は軍艦福靖に搭じ，二十八日営口に退きた
り。
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又た露兵の大連湾に上陸したるは歩兵一千二百名。此中七百人を同地に留め，三百を貔子窩に派
し，二百は今正に金州に向ひつつあるものの如し。
占領区域は普蘭店より金州半島以南とあり。
四月六日　晴天。午前福本日南，勝木，對馬等来訪。午後北代成業来り訪ふ。晩東肥に至り談ず。是夜
林正則の処に於て軍艦筑紫の軍医浅井の診察を受く。
四月七日　晴。午前森井国雄来訪。多田，沈文藻二氏亦来談。午後北代成業の為に福州，漢口両地への
添書を作り之を本人に付す。夜松倉氏と出て陳列所に至り，那部を訪ひ小談。去て楽善堂に至り，実
相寺貞彦を敲き，九時帰る。
四月八日　雨天。午後青森人小田桐某来訪。晩船津辰一郎来り，前富に於て晩餐を饗す。
四月九日陰天。是日大坂鳥居赫雄，熊本宮崎寅蔵に発信し，外に熊本山田珠一，高木正雄，葉室諶純，
毛利篤，藤本親信，古城貞吉に致すの書を作り，本日帰県の石崎生に托す。別に留守宅に宛て書信及
び紫泥焼茶器四個，茶盅十個，糖菓四盒を石崎に托送す。午前石崎を神戸丸に送りて帰る。午後汪康
年来訪。一昨日湖南より帰来せりと云ふ。共に立国の要務を談ず。予問て曰く，湖広総督張之洞，湖
南巡撫陳宝箴の二氏は天下の重望なり，我徒宜く説くに大義を以てし，之をして我用と為す事を為す
時に於て甚だ便益多からん，足下此意有りや否。汪曰く，陳，張二氏，眼前我用と為らざるも時機愈
会するの日に当りては，或は連轆並馳共に力を中原に致すべきなり云々。四時汪氏と福本日南を訪
ひ，小談帰る。夜松倉氏と對馬，小田桐二人を訪ふ，在らず。
四月十日　晴天。午前福本日南来訪。共に出で小田切を訪ひ，亜細亜会創立の事を商量して帰る。午後
吉田順蔵，山口某来訪。晩英界に散歩す。
四月十一日　晴。漢口柳原，岡，緒方三氏に致すの書を作り，市原，牛嶋等の西上に托す。岡には時計
一個を送り，請ふには二百円の為替券を封送し，漢口の「バタヒルド」会社より此の金を受取り，中
百二十円を上海勝木に滙送し，八十円を緒方の手に預り置かん事を依嘱せり。午後姚文藻を訪ひ小
談。去て汪康年を時務報館に敲き，清国時事話片十二則を交付し，並に清浦奎吾，松平正直二氏への
紹介状を与へて帰る。清浦，松平二氏，将に此地に来らんとするを以て也。汪に与へし話片の大要
は，時機を窺ひ義兵を挙げて，湖南，湖北，江西，四川，貴州並に広東の一部を連ねて占拠を行ひ，
以て一国を建立するに在り。之に関する方法手段を列挙せり。帰途福本誠を東和に訪ふ。今朝の来問
に答ふる也。談話時を移て帰る。池田某来談。市原，宝妻，牛島三生，今夜漢口に赴く，来て別を叙
す。夜天龍川丸に至り，三生並に北代成業の西上を送て帰る。
四月十二日　晴。午前對馬機来訪。午後沈文藻，香月梅外前後来訪。香月は昨日北京より来着せりと云
ふ。之を留て晩餐を共にし，東肥に至り小談，帰る。
四月十三日　晴。午前河本磯平来訪。是日臨時便船あり。東京安原に号外信を発す。午後汪康年来訪，
時事を談じて去る。沈文藻来る。用煩を以て見ず。森井国雄，小田桐某来訪。熊本留守宅の信並に東
京齊藤力三郎，熊本篠原由雄の信到る。夜小田桐，對馬等を訪ひ，談話十二時に及んで帰る。
四月十四日　晴。朝山根虎之助，河本磯平来訪。山根は昨日の便船にて来着せるもの也。午後橋元生来
訪。芝越山寛より旅順口，大連湾両地に於ける露人の現況を詳報し来る。蓋し楊福璋，田山良吉二
人，該地に出張して調査せるもの也。越山の報告を漢報館に転送す。
四月十五日　晴天。熊本留守宅並に井手三郎，東京白岩，熊本篠原由雄に発信す。外に東京安原に報告
を送り，我政府が速かに浙江，福建の二省を清国に要求し外国に譲与せずとの言質を取り置く事の必
要を警告せり。午後香月梅外来訪。夜對馬機来談，十二時帰る。
四月十六日　晴。午前河本磯平来談。午後日清共学堂に至り山根虎の助，安藤，香月等と談じ，五時帰
る。
四月十七日　微雨。午前福本誠来る。共に出て友永に至り，山根，對馬，松倉，池田，小田桐，勝木，
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香月，河本，安藤，森井等と会し歓談す。午時会飲興高耒亟，五時に及んで散ず。六時吉田順蔵の招
邀に杏花楼に赴く。会する者，諸井，船津，勝木，福本及び予也。九時辞帰。是日熊本井手三郎，福
州前田彪，蘇州荒井益，時務報館汪康年等の信到る。夜宮坂，橋元，高木三生来訪。
四月十八日　雨。正午汪康年より中餐の案内あり。四馬路万年春に赴く。会する者，汪，張，福本，河
本，姚及び予の七人也。三時辞帰。晩食後東和洋行に至り，福本誠を訪ひ，別を叙す。其の明朝を以
て欧州漫遊の途に上るを以て也。談話十時半に及で帰る。
四月十九日　雨天。午後東肥に至る。井口忠次郎在り，本日漢口より来着せりと云ふ。上車，姚文藻を
訪ひ小談，帰る。夜井口を訪ひ，十時帰る。
四月二十日　晴天。熊本篠原生の信，藤本親信の信，威海衛中西正樹の信到る。中西の書中小越平陸，
山田良政等旅順偵峯中露国人の為に捕へられ漸くにして営口に放逐されたりと云ふ。夜日清英語学校
に至り小談。去て對馬機を訪ひ，栃原等数人と談じ，十一時帰る。是日荒井甲子之助蘇州より来り訪
ふ。
四月二十一日　晴天。午前森井国雄，荒井甲子之助，沈文藻等来訪。午後東京安原，大坂石原市松，高
橋謙，漢口岡の信到る。中町某，櫔原孫蔵来訪。晩食後小田□雄を訪ふ，在らず。
四月二十二日　晴天。福州前田彪，熊本留守宅，井手，篠原，東京宇都宮，芝罘越山，中西等に発信
す。午時沈文藻と虹口広東酒館に至り中食す。午後橋本生来り，別を告ぐ。本日蘇州に赴くと云ふ。
吉田順蔵より晩餐の案内あり。五時之に赴く。六時前任御史文廷式，湖南学政江標等より興亜会創立
の件に付き予と交渉せん事を望み，日新里李寓に於て会見を申込み来る。吉田宅より上車四□所謂日
新里を尋ぬれども得ず。不得已帰寓。夜多田，井口来訪。
四月二十三日　陰天。土曜日。午前香月梅外の帰国を送る。大坂深水，佐野二氏への書信を托す。
四月二十四日　陰。午後牧巻次郎，竹下某来訪。三時姚文藻の饗に四馬路某楼に赴く。校書林宝珠，何
飛雲等来り，琵琶を弾じ謡曲を奏す。故丁汝昌の遺子丁幼廷亦来会。五時帰る。夜実相寺貞彦，中町
某，名尾，高木，井口等来訪。
四月二十五日　雨天。午前丁幼廷の為に芝罘領事田結氏への添書，並に威海衛中西への書を作り之を与
ふ。蓋し幼廷の此行，故丁提督の財産の威海，旅順に有るものを処分するが為なり。午前上車。時務
報館に至り汪康年を訪ふ，在らず。名刺を留めて姚賦秋を敲く。柬して文廷式を招く。至る江西の人
文天祥の後裔と称す。前任御史曽て皇太后を諫め，李鴻章を弾効し忌諱に触し，官を罷めらる当世の
名士也。年歯四十余亦快人なり。時事を痛論し，三人中食を共にして帰る。午後森井，橋元，永原，
井口等来談。夜小田桐，池田，米良，宮坂等来訪。
遷都の議又た内閣に起る。其の予定地は保定，山西，陝西三地なりと云ふ。
米国，西班牙二国玖巴の事に依て決裂を生じ，米国艦隊の東洋に在るものは一時香港に集中し呂宋
を取らんとするの勢を示せり。呂宋海岸の燈台は（一ヶ所を除く）本月二十三日より点燈せざる事
を公示せり。
英領香港も米西二国交戦の為め中立を布告せり。
四月二十六日　陰天。午前船津辰一郎来訪。熊本留守宅並に井手三郎，東京安原に報告及び機密費決
算，外務省補助金決算書を送る。晌午汪康年来訪，時事を談じ刻を移て去る。沈文藻，對馬機来訪。
午後雨。上車，日清英学舎に至り安藤，河本諸人に告別し，去て楽善堂，瀛華洋行，領事館，東肥，
林正則等に告別して帰る。那部，小泉二生来訪。是夜予商船会社の大井川丸より漢口に漢口に帰らん
とす。明日清浦奎吾，松平正直二氏，上海着の報に接せしを以て汪康年，文廷式等への紹介状を送
り，之を松倉に托す。夜河本，勝木，橋元，米良，對馬，安藤，実相寺，栃原，宮坂，小田桐，多
田，森井，永原，中地，松倉等十五人送り来る。一書を作り安原に致し，新任我国駐酒公使に内定せ
し梁誠の事に付き外務省に交渉し，其の日本駐剳公使たる事を拒絶せん事を依托す。梁姓は露国崇拝
56
者の一人にして，他日不利有らん事を恐れて也。是夜豊陽館席上往日福本日南の西遊を送るの韻を重
押し，来送諸子に留別す。詩に曰く，半夜燈前別恨催，今吾此去幾時回，一江春雨蕭条夕，万般愁□
入向来。
四月二十七日　晴天。午前二時開船。十時通州を過ぐ。十二時江陰対岸露砲台一座を新建しつつあり。
安式砲七門に排列す。大なるもの三門，口径二十□知許，小なるもの十五□許，遠望目測其詳を得る
能はず。七時前圌山関を過ぐ。八時鎮江に泊す。煙月半江三山夢の如く，金山の搭燈瓜洲の漁火，夜
景言状す可からず。昔人の詩に曰く，潮落夜江斜月中，両三星火是瓜洲。風景宛然。
四月二十八日　健晴。七時半船過東西梁山間。十時至蕪湖。午後四時四十分大通を過ぐ。山嘴白色の搭
あり。一水山下に沿て内地に入る。左方遥一峯鉅歯の如きを望む。其状甚奇，或は是れ安徽の名山黄
山ならん。夜十時半過安慶。
四月二十九日　春雨蕭々。午前十時九江に達す。両岸の積翠煙雨を帯び風趣佳絶，吟魂飛揚す。午時事
務長より西饌の饗あり。午後一時武穴を過ぐ。三時半，半壁山，田家鎮の辺を過ぐ。両岸風色殊に佳
絶たり。六時四十分左岸有一山，高三百尺，臨江如削，翠色欲滴。ワンリン山是なり。此処江流極
険，行少許左岸一市鎮あり。石堡と□人戸八十許。大冶鉄山運輸鉄道の終極たり。江滸碼頭を設く。
此より鉱石を小汽船に積み漢陽鉄廠に運送する也。黄石港は此の上流八里の地に在り。
四月三十日　晴天。午前七時船漢口に達す。直に上岸漢報館に入る。松田，緒方二氏前後来訪。金島久
四郎亦来問。晩東肥洋行に至り談ず。十時帰る。緒方氏に上海勝木より借りし百二十円を返却し，残
額八十円の中五十円を受取て帰る。
五月初一日　晴。熊本留守宅の信並に小女清子の真影を贈り来る。佐野直喜より其母堂の逝去を訃報
す。晡緒方，井口，橘，市原諸人来訪。晩松田満雄を星記桟に訪ふ。
五月二日　晴。午前岡，井二氏と江を渡て武昌に至り柳原の病を問ひ，中食後李泉渓を訪ふ，在らず。
江を渡て帰る。是日東京安原，熊本佐野直喜に致書す。東京白岩龍平，上海河本磯平の信到る。河本
よりは信封，信紙一束を寄贈し来る。夜市原，牛島，瀬上，宝妻等来訪。
五月三日　午前周衡斎来訪。上海清浦奎吾，松平正直両氏の信到る。熊本井手，篠原，内田岳父，上海
勝木の信到る。午後松田満雄来訪。夜東肥に至り談ず。
五月四日　微雨。午前松田と仏国領事ドートルメール氏を訪ひ，十一時帰る。午後郭厚卿来訪。晩松田
を星記桟に訪ふ。
五月五日　雨天。
五月六日　雨。午後四時清浦奎吾，松平正直二氏を招商局碼頭に迎へ，東肥に至り，談話夜に及んで帰
る。上海松倉善家の信到る。夜李泉渓来訪。
五月七日　晴天。午後橘来訪。晩清浦，松平二氏を一品香に招邀し支那料理を饗す。九時散ず。柳原来
宿。
五月八日　晴。熊本井手三郎，福陵新報社，安慶楊の信到る。午後松田満雄来訪。明晩此地を発し上海
に下ると云ふ。五時松田，岡二氏を誘て広恒信に至り洋饌を饗す。
五月九日　陰。午後木野内成徳来訪。張之洞の訳官として来れるもの也。上海小田切領事，對馬機，松
倉，河本，勝木，吉田順蔵，林正則諸氏に致すの書を作り松田氏に托す。又た外字新聞社への新聞紙
代三円を松倉に托し交付せしむ。東京安原金次，福岡高橋謙二氏に致書す。晩松田満雄の上海に帰る
を送る。夜清浦，松平二氏を敲き，談話深更に及んで帰る。
五月十日　晴。午後藤森茂一郎来訪，本日来着せりと云ふ。内人の書信一封並に其の贈品煙竹並に点心
等を携へ来る。二時沙市領事永瀧より電報到る。曰く，昨九日匪徒の為に領事館を焼かれ，館員皆恙
無し云々。同時に税関並に招商局僅船も焼却せりと云ふ。夜清浦，松平二氏を訪ひ談じ，晩餐を共に
し八時二氏を送りて太古洋行の大通輪船に至り，九時半別を叙して帰る。
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五月十一日　雨天。沙市来電に曰く，九日午後湖南人酒狂い，為に水手と闘ひ予憤を鼓して税関長舎
宅，税関，招商局，怡和洋行，税関官銀号，招商局僅船，日本領事館，洋務局，並に民舎に火す，勢
甚危険。道，府，州，県均く已に沙市に到る云々。是日安原に沙市の変を報ず。午後橘来訪。夜東肥
に到り談ず。
五月十二日　微雨。夜藤森来訪。
五月十三日　晴雨無定。午後東京宇都宮太郎，台湾七里恭三郎の信到る。
五月十四日　晴。午後四時沙市領事館一同快利輪船にて来着。迎て九日の変状を問ひ詳悉する事を得た
り。
五月十五日　陰晴無常。午後柳原又熊，小野村武昌より来訪。夜永瀧，並に横田等を小波楼に訪ひ，九
時帰る。
五月十六日　陰天。是日東京安原に沙市の変を詳報す。宇都宮太郎，並に内人に復書す。森井国雄上海
より来着。晩森井を送りて竜川丸に到り，帰途東肥を敲き，十時帰る。上海松倉に致書す。
五月十七日　陰。午後横田三郎，永瀧久吉，金島文四郎，黄坤甫諸人前後来訪。晩横田三郎と招商会社
を訪ひ，十時帰る。
五月十八日　晴。午前十一時帝国軍艦高雄来着。午後一時岡，緒方等と行て軍艦を訪問し，艦長，士官
諸員に面して帰る。夜藤森，市原来談。
五月十九日　雨。午前井口来訪。午後岩越書記生来訪。橘三郎来訪。夜東肥を訪ふ。
五月二十日　雨。午後緒方二三来訪。上海勝木の信到る。晩高雄艦長来り訪ひ，談話時を移て去る。
五月二十一日　雨。安慶楊子荃に致書し，並に五言古詩一章を贈る。是日福州前田彪，熊本井手三郎の
信到る。
五月二十二日　雨。日曜日。木野村成徳，柳原又熊武昌より来訪。熊本江崎嘉蔵の信到る。東京より，
六月より九月迄四ヶ月間の手当四百円を送り来る。午時海軍士官某，横田三郎，松平福綱，野口某等
来訪。夜横田三郎を小波楼に訪ひ，十時帰る。
五月二十三日　雨天。是日東京安原に報告を送る。晩東肥を訪ひ，九時帰る。
五月二十四日　雨天。午後緒方二三来訪。予が寄存金四百元中より二百元を借らん事を望む。之を諾
す。森井国雄上海よりの信到る。津山土屋員安に復書す。夜商船会社を訪ふ。
五月二十五日　雨。午後濱崎生来訪。永瀧領事，大原大尉，橘三郎，緒方，木野村等前後来訪。東京宇
都宮，齊藤両大尉より羊羹二盒，京都根津一より海丹一壺を贈り来り，外に大原食品数点を贈る。根
津，橋本の信到る。夜横田三郎を訪ふ。
五月二十六日　陰。大原武慶，永瀧久吉二氏を訪ふ。午後海軍士官七人来り訪ふ。夜東肥の諸生六人来
談。東京梶川大尉，鋳方少佐等の信到る。
五月二十七日　半晴。午前金島文四郎，余が為に為替金三百十五円を銀行より受取り来り，交付す。午
後安慶楊子荃，上海汪康年の信到る。汪よりは湖南巡撫陳宝箴の子陳伯厳並に鄒沅帆二人に致すの書
を送り来る。余が湖南游の先客を為す也。午後三時総督張之洞上海より折回武昌に着す。沙市事件の
為め政府が電報にて其の上京を中止し，武昌の任地に復帰すべきを以てせしに因る也。
五月二十八日　朝暴雨。晩商船会社を訪ふ。
五月二十九日　晴。大坂深水十八，佐野直喜，上海松田満雄の信到る。柳原来訪。午後東肥に至る。夜
帰る。
五月三十日　晴。横田三郎，金島，今西等来訪。京都根津一に返書す。天津国聞報館に致書す。
五月三十一日　晴。午前金島来訪。午後藤森，井口来訪。晩東肥を訪ふ。
六月初一日　晴。東京宇都宮太郎，梶川金太郎，橋元齊次郎，齊藤力三郎，小澤徳平，鋳方徳蔵等に返
書す。
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六月二日　雨。朝高雄艦長小倉鋲一郎来訪。午後上山良吉来談。軍艦愛宕二時到着。晩東肥を訪ふ。
六月三日　晴。午前軍艦愛宕を訪問す。夜商船会社に抵る。
六月四日　晴。横田三郎来訪。晩月に江干に歩す。涼爽人を蘇せしむ。是河口介男の信到る。佐久一男
一女を分娩せりと云ふ。
六月五日　晴。海軍士官某来訪。夜江頭に散歩す。月色頗好。
六月六日　晴。午後永瀧領事，上山良吉，横田三郎等来り別を叙す。今夕沙市輪船にて沙市に赴くと云
ふ。上海汪康年に復書す。上海松倉善家の信到る。夜沙市領事館員一行を沙市号輪船に送り，九時別
を叙て帰る。緒方，橘，井口等来談。
六月七日　微雨。午後軍艦愛宕艦長成川揆，大尉殖田謙吉，大主計遠藤和平等来訪。談話時を移て去
る。上海松倉に復信す。
六月八日　半晴，熱甚。是日東京海部，福岡高橋，熊本宮崎，篠原，上海森井等の信到る。午後高雄主
計某，並藤森来談。
六月九日　晴。是日軍艦高雄の依嘱により本地道台瞿廷韶に照会し，艦員十数人漢陽製鉄所並に槍砲局
に到り，縦覧の便利を与へんことを請求す。商船会社支店長森常太大坂より帰り海苔一箱を贈る。晩
森を訪ひ，転じて東肥に至り，九時帰。
六月十日　晴。高雄艦長小倉鋲一郎来訪。夜藤森来訪。
六月十一日　午後雷雨。
六月十二日　朝雨，午晴。緒方来訪。晡時高雄の一水兵街上に酔倒せるを報ずる者あり。即ち人をして
之を扶け来らしめ，直に軍艦に照会し，水兵数人をして伴ひ還らしむ。
六月十三日　晴。高橋謙に復書す。午後高雄の士官二人来訪。二時上海林の電報到る。安原金次上海に
て予と会見を望み，予が上海に下ることを得るや否を問ふ。夜橘，藤森，井口来訪。
六月十四日　晴。上海林に致書し，此の数日内要務有るを以て上海行意の如くならざるを報ず。若安原
氏の上海起程を二十五日迄延期するを得ば，必ず上海にて会見を得べし云々の意を致す。軍艦高雄士
官一同より来る二十六日午後五時艦上にて晩餐会を催ふすに付き出席の案内有り。殖田，秋澤，内田
三士官来訪。上海林の電報到り，昨電の着否を問ふ。商船会社より晩餐の案内あり，之に赴く。海軍
士官三人来会。
六月十五日　陰。午前九時上海林正則に返電す。沙市永瀧，横田，岩越，上海松田の信到る。晩東肥に
至る。緒方此夕軍艦愛宕に便乗し明朝沙市に赴く。
六月十六日　晴。午前主計某，並に商船会社員来訪。午後軍艦高雄の招邀に赴く。九時帰る。
六月十七日　晴。晩東肥を訪ふ。東京井手三郎，岡山土屋員安，赤石鳥居赫雄の信到る。
六月十八日　晴。午後井口来訪。余の東肥に寄存金四百の中二百元を私借せん事を請ふ。之を諾す。夜
藤森，橘，市原，牛島等来訪。
六月十九日　晴。午前軍艦高雄を訪問し，先夜招飲の礼を述ぶ。
六月二十日　晴。蘇州より書生小林来る。上海松倉，小田桐，沙市野口，安慶楊子荃の信到る。昨日内
人の信到る。病気未だ愈へず，其の肺患に変ぜしを報ず。篠原の信又到。是日東京安原に三十六号報
告を送り，外に鳥居，井手，山田珠一，河口介雄，篠原，天津西村，上海村井並に内人に発信す。橘
来訪。
六月二十一日　陰。夜東肥を訪ふ。
六月二十二日　朝晴，暮雨。午後柳原と軍艦高雄を訪ふ。商船会社に至り，軍艦へ寄贈品の割前を付清
す。上海安原の信到る。本月三十日上海に会見を求め来る。牛荘小越平隆，上海河本磯平の信到る。
小越は旅順より興京，吉林地方を遊歴せしもの也。
六月二十三日　大雨。是日清暦五月五日にて端陽の節たり。旧例に遵ひ館内上下二十余人小宴を催す。
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午後柳原来会。小詩三首を賦す。
六月二十四日　晴。軍艦高雄航海長より菓子を贈り来る。夜藤森，井口来訪。
六月二十五日　晴。予是夕上海に下らんとす。行李を整頓す。午後美術学校員佐久間生来り訪ふ。午後
東郷中尉来りて別を叙す。軍艦八島に転乗を命ぜられ，本日より出発する者也。七時半天龍川丸に搭
ず。藤森茂一同行たり。商船会社，東肥洋行の諸氏来りて行を送る。八時半開船。上海領事小田切万
寿之助の信到る。近日中漢口居留地談判の為め来漢すと云ふ。
六月二十六日　陰天。午前八時九江着。廬山煙雨の間に隠見し，真面知る可からず。九時翻陽湖口を過
ぐ。細雨霏々，大姑の翠髪尤も艶絶。午後三時安慶を過ぐ。皖公山色如招人。夜十二時蕪湖着。此地
天明にあらざれば客の上岸を許さず。旧例然る也。
六月二十七日　半晴。午前七時蕪湖発七時半，東西梁山の間を過ぐ。十時半南京着。早西門東辺の一山
上砲台を新築せるを見る。蓋し三月以後の起工なり。午後二時十五分鎮江に達す。三山の景致状せん
と欲すれども得ず。
六月二十八日　半晴。午前十一時上海着。豊陽館に投ず。呉淞砲台並に兵営已に撤裁し，殊に寂寥た
り。開港場とならんが為に然る也。小田桐，松崎翠，勝木恒，對馬機等来訪。山根虎之助，安藤虎
男，河本磯平等亦来訪。
六月二十九日　晴天。午前汪康年，姚文藻二氏，並に楽善堂を訪ふ。末永節，宮坂，甲斐，橋元，林，
小田桐等来訪せりと云ふ。午後郵便局に至り，武昌木野村成徳より依托の金九十円を正金銀行より為
替に付せしものを書留にて東京に郵送す。領事館に至り船津生を訪ひ，去て日清英学堂に至り，山
根，安藤以下諸人を見る。安原金次天津より帰着せしを報ず。晩之を東和洋行に敲く。談話十二時に
及んで帰る。
六月三十日　晴。午前石崎生熊本より来着。午後出て安原を東和に訪ひ，又た太田八十馬を敲く。同県
人にして陸軍大尉たり。芝罘駐在を命ぜられ赴任する者也。三時帰る。太田来り訪ふ。小田桐又来
談。晩藤森茂一郎の漢口に帰るを送る。
七月初一日　晴天。午前對馬来訪。午後太田八十馬来談。出て安原，東條二氏を東和に敲き，東條と共
に林正則を訪ひ小談，帰る。東條来問。六時安原氏の饗に東和洋行に赴く。夜安原，太田，東條，林
諸氏と英界に散歩して帰る。芝罘田結領事，並に高垣，越山諸人に致すの書を作り太田氏に托す。本
日不在中汪康年来訪せりと云ふ。
七月二日　晴天。午前九時安原，東條二氏の帰国を送る。東京井手，大坂鳥居に発信す。橋元，田村二
生来訪。午後小田桐来問。四時汪康年を時務報館に訪ひ，談時を移て帰る。夜友永，對馬，林，小田
桐等を敲き，九時帰る。
七月三日　晴。苦熱。午後對馬，小田桐来談。六時汪康年，林正則，太田八十馬等を招き晩餐を饗す。
十時散ず。多田，河本来訪。蘇州荒井の詩信到。
七月四日　微雨。熱甚。午前太田八十馬来訪。午後又来。晩太田を東和に敲き，十一時帰る。
七月五日　晴午前九時太田八十馬の芝罘行を怡和碼頭に送る。午後小林生来訪。晩吉田順蔵を訪ひ，十
時帰る。
七月六日　晴。是日第三十七号を東京に郵送す。午後上山良吉を郵便局官舎に訪ひ，談話時を移し，去
て日清英学堂に至り，暮時帰る。夜林，小田桐等を友永に敲く。
七月七日　晴。午前野中文雄，河本磯平等来訪。是夜俄に漢口に帰らんと擬す。行李を収拾す。晩食後
林，小田桐，對馬，勝木等を訪ひ別を叙す。熊本山田珠一，篠原，留守宅，高橋謙の信到る。留守
宅，並に内田岳父に発信す。十時半大井川丸に上る。林正則，小田桐，對馬，松倉，河本，勝木，米
良，石崎諸人来り送る。十二時開船。
七月八日　雨。午十二時江陰を過ぐ。午後八時鎮江に達す。三山隠々，瓜歩洲頭星火両三，晩景甚妙。
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七月九日　晴。早過東西梁山。八時半達蕪湖。午後四時半過大通。是日朝より喫煙を禁ず。
七月十日　晴。午前十時二十分達九江。廬山の晴色殊に佳矚たり。半壁山以上両岸風光頗好。
七月十一日　晴。午前六時漢口に達す。午後藤森，市原，小田切領事，船津書記生等来り訪ふ。柳原又
熊是日此地を辞し熊本に帰らんとす。則ち留守宅並に山田に復するの書を作り之に托す。夜柳原を大
井川丸に送る。
七月十二日　晴。
七月十三日　商船会社森常太来訪。
七月十四日　晴。夜緒方，井口，藤森，市原，橘諸人来訪。
七月十五日　晴。午後小田切，船津を波楼に訪ひ，談時を移て帰る。岩越生沙市より来着。夜河南光山
の周彤勲（用一と号す），光州梁肇川の添書を携へ来り訪ふ。周は挙人にして会試の帰途なり。梁氏
今北京に在り。今秋返南，道漢口に出で余と相見ん事を約す。其の近著時務策一册を送り来る。
七月十六日　晴。午後小田切，船津を訪ふ。夜金島文四郎の帰国を送る。
七月十七日　晴。午後岩越，小田切，藤森等前後来訪。東京井手，熊本留守宅，京都成田錬，熊本樗木
等の信到る。夜居屈臣氏薬房失火。
七月十八日　晴。井手三郎に復書し，同文会弁法の意に満たざる者を責む。午後北京梁太卿に復書し亜
東時報一本を送る。上海小田桐の信到。近日中北京に赴くと云ふ。晩小田切を元和船上に送る。
七月十九日　晴。午前堺與三吉来訪。本日来着せりと云ふ。四川重慶領事館に赴任する者也。是日東京
に第三十八号信を発す。午後周用一を堤口の豫豊謙に訪ひ，河南胡慶煥に致すの書信を托す。晩緒方
二三，木野村成徳の帰国を鄱陽船上に送る。藤森，野中，井口市原等来談。
七月二十日　晴。商船会社より西瓜二個を贈り来る。晩東肥を訪ふ。
七月二十一日　晴。夜藤森来訪。
七月二十二日　晴。午後堺與三吉，武田二人来りて別を告ぐ。本夕より重慶に赴くと云ふ。五時其行を
沙市輪船に送る。夜東肥を訪ふ。船津来訪，明晩上海に下ると云ふ。
七月二十三日　微雨，涼味可人。午後船津来り，別を告ぐ。夜船津生を江孚船上に送る。
七月二十四日　晴。熊本留守宅，大坂鳥居，東京橋元齋次郎の信到る。夜東肥を敲く。
七月二十五日　晴天。是日熊本留守宅並に安原に発信す。午後市原来訪。熊本松倉，上海石崎の信到
る。夜井口，瀬上，宝妻，浅井等来訪。台湾岡本源次の信到る。
七月二十六日　陰。午後熊本留守宅，芝罘平島大尉の信到る。是日橘氏天龍川にて帰朝の途に就く。晡
時之を東肥に訪ひ，上海河本磯平，石崎某に致すの書を托す。
七月二十七日　陰。気如秋。
七月二十八日　半晴。早起冷気深秋の如し。午後藤森来談。東京安原に発信す。夜東肥を訪ふ。
七月二十九日　雨。午後白岩龍平の信並に素麺一包を贈り来る。本月二十二日上海に来着せりと云ふ。
白岩に復書す。
七月三十日　陰。夜東肥に至る。
七月三十一日　晴。晩東肥を訪ふ。
八月初一日　晴。上海小田切領事の信到る。午後河南光州の人程杏芳，胡書漁の信を携へ来り訪ふ。安
慶楊の信到る。其の別信を河南光州梁氏に転□を乞ふ。即ち之を程杏芳に托す。午後岡子発病，苦
甚。即ち医を招て之を診せしむ。
八月二日　晴，熱甚。岡病尚劇，再び医を延て之を治す。四川重慶本部生の信到る。近日帰朝の途に上
ると云ふ。
八月三日　熱気殊甚。東京井手三郎の信到る。夜東肥を訪ふ。
八月四日　晴。本部岩彦重慶より来着。七月二十六日重慶を発せしもの也。夜藤森以下来訪。
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八月五日　晴。熱甚。夜東肥を訪ふ。大日方工学士，上海小田切領事の添書を携へ来り訪ふ。盛宣懐の
聘を受け馬鞍山の炭鉱に赴くもの，二年間の契約なりと云ふ。
八月六日　晴。上海船津，林二氏の信到る。林は帰朝を命ぜられたりと云ふ。芝罘越山，太田二大尉，
北京小越，福州前田，中島，沙市永瀧，横田，野口，松平，重慶加藤，成田，上海船津等に寄書し帰
国を報ず。夜本部の帰朝を送る。
八月七日　晴，炎熱甚酷。是日立秋たり。長崎橘三郎，上海河本等の信到る。
八月八日　東京井手，熊本山田，高木，柳原，福岡高橋謙，古島一雄，宮崎寅，熊本緒方，松倉，台湾
七里列に致書し帰東を報知す。夜東肥を訪ふ。
八月九日　晴。蘇州片山敏，荒井益に致書す。武昌太原武慶氏より味噌を贈り来る。昨日来着の森哲蔵
より梶川大尉の書信を転致し来る。
八月十日　微雨。午後藤森来訪。井戸川辰三亦来訪，本日来着せりと云ふ。陸軍大尉にして，四川重慶
に赴く者也。東京井手，梶川，高山，宮嶋大八，京都根津一よりの添書を携へ来る。梶川より東部地
図一面を井戸川に托し贈る。是日軍艦愛宕沙市より来着。行て之を訪問す。
八月十一日　晴。午前諸子と江を渡り武昌に至り，太原武慶等を武備学堂に訪ふ。井戸川亦在焉。中餐
の饗を受け，三時辞帰。
八月十二日　晴。午前熊本留守宅の信到。妹田鶴新屋敷横田氏に出嫁の事確定し，本月五日婚礼を挙行
せりと云ふ。東京井手三郎，熊本松倉善家，芝罘太田八十馬，上海汪康年，東京安原列の信到る。又
た熊本柳原の信到。井戸川大尉，殖田海軍大尉来訪。晩餐を設けて知人と会食す。
八月十三日　晴。熱甚。井戸川大尉来り，前途の諸事を商量し，予の意見を敲く。且つ曰く，目下東京
有志の士官民と無く皆君の一挙一動に注目す，帰京の日幸に自重せよ云々。東京橋元齋次郎より東西
年表並に雑品数点を贈り来る。
八月十四日　晴。熱気如洪。午後理学博士吉田彦六郎来訪。農省務の嘱託を以て湖北建始県に赴き漆山
を視察すと云ふ。愛宕艦長成川揆，並に軍医長来訪。夜吉田を訪ふ。上海実相寺の信到る。
八月十五日　陰天。熊本井手三郎に発信す。河南胡書漁，梁太卿，重慶楊子荃等に致すの信を発す。晩
東肥を訪ふて別を叙す。
八月十六日　晴。是夜天龍川丸にて此地を辞し上海に下り，然後日本に帰らんとす。午後文科大学生中
山久四郎来訪，清国の現勢を敲く。井口，濱崎亦来。井より金百元を返却し，晡時井戸川大尉来訪。
七時上船。館中諸員並に井戸川，井口，藤森，中山，福島，神坂，今西，市原，岡等来り送る。九時
半開船。夜熱甚。
八月十七日　晴。午前九時九江を過ぐ。廬山の晴色殊に佳矚たり。午後五時安慶府を過ぐ。
八月十八日　晴。七時蕪湖発，十一時半南京を過ぐ。午後三時二十分鎮江に達す。南洋兵船鏡清号此に
碇泊す。夜雨。
八月十九日　雨。正午上海に達す。独逸に在りて定造せし北洋の新艦海籌号並に南洋の老船南瑞号碇泊
す。豊陽館に投ず。夜石崎，對馬来訪。
八月二十日　晴。片山敏彦蘇州よりの来信に接す。直に之に復書し，其の上海に来るを促す。午後船津
を訪ふ。熊本留守宅の信並に宮崎寅，平山周，土屋員安，江崎嘉蔵，仏蘭西福本誠，東京清浦奎吾，
松平正直諸氏の書状来着。汪康年に晤す。晩白岩龍平，井上雅二，對島機，大学生五來欣造等来訪。
八月二十一日　陰。午前井上雅二，末永節，橋元祐蔵，田村忠一等来訪。午後姚文藻，牧巻次郎，安藤
虎雄，香月梅外等来訪。仏国福本誠に復書す。晩寺田弘範，白岩龍平，河本磯平，山根虎之助等来
談。
八月二十二日　晴。午前宮坂九郎，井上雅二来訪。是日五来の上漢に托し，岡幸七，東肥諸人に寄書
す。甲斐寛中，田村忠一来訪。午時姚文藻，汪康年来訪。夜日清英学堂，並に對馬を訪ふ。東京安原
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の信並に森井生の信到る。
八月二十三日　陰。朝実相寺貞彦来訪。下午白岩龍平，小林新六，船津辰，對馬機等来訪。夜学堂を訪
ふ。汪康年より明晩万年春に招邀。
八月二十四日　晴天。午前上山良吉来訪。午後白岩龍平，牧巻次郎，中山久四郎来訪。白岩と出て郵船
碼頭に至り人を迎ふ。留守中木野村成徳来訪せりと云ふ。是日宮崎寅三，平山周来着。
八月二十五日　晴。片山敏彦，荒井益蘇州より来る。末永節，宮崎寅三，平山周等亦来訪。酒を命て共
に飲む。井上雅二，甲斐，田村，木野村，梅津，山根諸人亦来り訪ふ。是日井上，木野村等武漢の地
に赴く。東肥，漢報館並に大原武慶に致書す。晩白岩，荒井，山根，梅津，片山諸人亦来訪。九時東
和に宮崎，平山二人を訪ひ留宿す。
八月二十六日　晴。午前片山，宮崎，平山等と汪康年を訪ふ，在らず。帰途実相寺並に学堂諸氏を歴訪
して帰る。午後領事館に至り船津，諸井，上山等を訪ひ辞別。晩汪康年の案内にて四馬路万年春に至
り会飲す。会する者汪，姚，白岩，片山，宮崎，平山及び予也。十一時散ず。白岩，荒井，河本，
牧，香月，對馬等諸人来り，別る。荒井送詩あり。
八月二十七日　土曜日。陰天。午前六時小汽船より呉淞に向ひ本船西京丸に搭ず。對馬，荒井，平山，
宮崎，河本，石崎，吉田，牧，白岩，上山，諸井等来りて埠頭に送る。白，牧二人送りて呉淞に来
り，別る。七時半開船。午後風狂浪怒暈気頗催。
八月二十八日　雨風濤益暴，船体掀盪。夜十二時長崎港口に入る。
八月二十九日　晴。午前三時上陸。土佐屋に投ず。是日東京宮嶋大八，京都根津一，田鍋，成田，大坂
鳥居，台湾岡本，津山土屋，熊本緒方列，佐々友房，東京高山公通，梶川重太郎，齊藤力三郎，宇都
宮太郎。鹿児島樗木成章，東京福島安正，安原金次等諸知人に発信す。又た東京中西正樹，井手三郎
列に致書す。中知秀吉来訪。鎮西日報社長佐々澄治，同主筆岩永八之亟来訪。
　　是日天未明船入崎陽口，占七絶一首
　　南船北馬飽風霜，又趁秋涼帰故郷，十八長湾々一曲，萬千燈火是崎陽。
八月三十日　晴。午前笹澄治，岩永八之亟二氏を鎮西日報社に訪ふ。午後佐々，岩永，西田三氏来り別
る。五時停車場に至り汽車に乗ず。薄暮大村湾を過ぎ大村駅に着す。
八月三十一日　晴。午前二時半鳥栖に達し，換車熊本に向ふ。夜来秋涼如水衣葛を襲ふ。五時熊本池田
に達す。上車，千反畑の自宅に帰る。午前教育時論社辻武雄来訪。数日間来りて余の帰来を待てりと
謂ふ。清国に歴遊の志あり，予に紹介を請ふ。即ち知人数名に与ふるの名片を附す。橘三郎，松倉善
家来訪。午後佐々友房氏を訪ひ，談話時を移し，去て支那店に到り，黄昏帰宅。
九月一日　晴。午前橘三郎，午後齊藤国雄来談。午後鎮西館に至り二三子に面し，去て妹婿横田氏を安
政橋に訪ひ，其の家族に面し茶話刻片，去て大江に到り晩餐の饗を受け，八時辞帰。山田，内藤，葉
室等来訪せりと云ふ。
九月二日　雨午前兵学校生吉田幸雄来訪。午後緒方二三，勝木恒喜，藤本親信，松田満雄，多田亀毛等
来訪。
九月三日　陰。午前井手三郎，橘三郎，葉室諶純，松倉善家，佐々友房，小倉之正諸氏来訪。晩一日支
店の会に赴き，十一時帰宅。大坂鳥居赫雄の信到る。
九月四日　晴。隣家平井来訪。井手三郎，木下卯三郎，柴田常三郎，春日某等前後来訪。晩精養軒の会
に赴く。佐々友房，井手，山田，安達，木下卯，井芹及び余の七人なり。十二時散ず。
九月五日　晴天。午前柴田某来訪。柳原又熊の留守宅を訪ひ，去て海軍省よりの送金を郵便局より受取
て帰る。午後葉室来訪。橋本齋次郎，七里恭の信到る。河口宅の晩餐に赴く。毛利篤，太田千尋来訪
せりと云ふ。夜緒方二三来訪，前借二百元を還して去る。
九月六日　晴天。午前兵学校生徒齊藤，上田，磯田，春日，太田五人来訪。皆他年有望の徒なり。午後
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出て毛利，山田等を誘ひ去て支那店に至る。緒方，藤本等と開陽亭に至り晩餐す。八時帰る。是日東
京安原，上海宮崎寅，平山周，白岩龍，福州前田彪，芝罘平原大尉，東京岡次郎等の信到る。
九月七日　晴天。午前牛島實吾，篠原由雄来訪。上海知人一同並に漢口知人一同に致書す。晩齊藤国
雄，井芹経平来訪。
九月八日　晴天。荘村秀雄，佐々友房氏の添書を携へ来り訪ふ。葉室，片山（敏彦の弟）亦来談。午後
上田仙太郎来訪，西伯里より帰来せる者也。東京中西正樹の信到る。松田満雄来訪。京都根津一，津
山土屋員安，橘三郎の信到る。夜内人と大江に至り，九時帰る。留守中古城貞吉来訪せりと云ふ。
九月九日　晴。午前多田亀毛，毛利篤等来訪。佐々氏の信到る。午後毛利，佐々二氏を訪ひ，談話時を
移し，去て白水館の旧友会に臨む。会する者二十八人，即ち浅山，宇野，葉室，毛利，米原，井手，
野田，島田，古城亀，久野尉，永野金，池邊源，津野，古荘虎雄，狩野直次，伊佐，西才，門池，武
藤虎，吉岡範，板井，平山岩，冨永九八，江藤修敬，松田満以下三人。十時帰る。是日漢口岡に発信
す。
九月十日　晴。午前井手三郎来訪。午後北御門松二郎来訪。上田仙太郎の信到る。午後妹婿の初入り有
り，客を宴す。主賓合せて十二人。九時散ず。平山岩彦来訪。
九月十一日　午前晴，午後微雨。鎮西館，支那店に抵る。夜九時帰る。高橋謙の信到る。
九月十二日　晴。漢口岡，芝罘平山，京都成田の信到る。
九月十三日　晴。福岡高橋謙，東京安原金次に発信す。徳田生来訪。夜大江に至る。
九月十四日　雨。兵学校生齊藤国男，陸軍大尉高山公通の信到る。晩米原を訪ひ，去て葉室を誘ひ，古
城貞吉を京町に敲き，九時帰。
九月十五日　晴。荘村，奥村前後来訪。午後松倉善家，武藤栄亀来訪。
九月十六日　晴。午前九時宇土に至り，法華寺，城山の先塋に展し香花を供し，一里，城の浦の両親戚
並に細川子爵邸に名刺を送り，帰途川野簾を訪ひ小談。二時藤本と共に同車帰熊，支那店にて晩食。
九時帰る。東京上田仙太郎の信到る。
九月十七日　晴。東京中西，宇土篠原，島原橘，東京山内に発信す。山内には漢口商船会社支店長と為
らん事を申送けり。外に上海白岩，石崎並に汪康年に致すの書を作り，明日多田氏入清の便に托せん
とす。香港宮崎寅蔵の信到る。夜葉室を訪ふ。
九月十八日　晴。東京上田仙太郎より写真を送り来る。午前多田亀毛の清国行を池田駅に送る。是日宇
土壮年会の定日たり。佐々氏より同行を促し来る。事を以て辞す。米原，池上来訪。晩内人と新屋敷
横田氏の招邀に赴き，九時帰る。
九月十九日　晴。朝矢野老来談。午後井手三郎来訪。共に出て支那店に至り，夜九時帰る。留守中北御
門等来訪。東京田鍋安之助の信到。
九月二十日　晴天。朝橘三郎来訪。午前東京福島安正，漢口岡幸七，台湾亀雄の信到る。晌午井手，松
倉，橘等来り，水前寺の遊を誘ふ。即ち晌午橋より車を駆て水一方園に至り，画湖の鮮を割て飲み，
夕陽帰る。帰途横田氏を訪ふ。徳田生の信到る。夜橘を訪ひ，去て支那店に至り井手，松倉等と談
じ，九時帰る。
九月二十一日　晴。
九月二十二日　晴。鳥居赫雄の信到る。鳥居並に東京田鍋に返書す。夜米原繁蔵来談。
九月二十三日　晴。午前山田珠一，橘三郎，徳田廣等来訪。橘は本日動身漢口に赴くと云ふ。出て支那
店に至り，山田夫，松倉善家を誘て中食す。山田本日起程，上海の大同訳書局に赴く者也。九時帰
る。留守中古城貞吉，葉室等来訪せりと云ふ。
九月二十四日　晴，晩雨。午前毛利篤来訪。共に出て鎮西館，新聞社に至る。本日東京より電報あり。
月の二十一日清国西太后再び万機を摂政するの上諭を発し，同時に皇帝の崩御を発表せり。帝は弑に
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逢ひし者にて工部主事康有為が嫌疑者として逮捕令を発せられ，又た総理衙門大臣張蔭桓の職を免ぜ
られたり。上海白岩，東京安原，大坂鳥居，井手等に発信す。午後松倉善家，葉室諶純来訪。
九月二十五日　雨。午前国友重章来談。東京中西正樹，上田仙太郎の信到る。
九月二十六日　晴。重慶領事加藤，上海白岩，石崎，漢口岡，柳原，井口，宦，大坂緒方，京都根津，
台湾本田等の新到る。大内暢三に致書其の大人の死を吊す。漢口岡，柳原に復書す。午後国友重章を
白水館に訪ひ，去て支那店に至り，夜帰る。
九月二十七日　陰。朝葉室諶純，上田賢象来訪。午後井手，松倉，古城来訪。晩餐後井手，松倉と共に
出て毛利，佐々二氏を訪ふ，皆在らず。支那店に至り，九時半帰宅。上海多田亀毛，東京高山大尉の
信到る。
九月二十八日　雨天。午前井手と新聞社に会し，葉室朝鮮行の事に付き毛利等と交渉す。去て高木を訪
ひ，支那店に至る。深水十八，松倉，勝木，藤本等在焉。四時帰る。九州日報社古島一雄，小倉高橋
謙の信到る。古島が清国事変の起因並に将来の時局に関する質問に答ふるの書を作り，之を郵致す。
外に高山公通，篠原由雄に致書す。
九月二十九日　陰天。午前佐々友房氏来訪。明日三四人会合の事に付き商量す。午後東京安原金次，福
岡大内暢三の信到る。
九月三十日　雨。午前五時江口宅に至り，藤崎宮の御幸を見る。午前松倉，牧来訪。午後出て新聞社に
至り，毛利，板井等と小談。五時半静養軒の会に赴く。佐々，国友，安達，井手及び予の五人なり。
東方問題其他を商量し，十二時雨を衝て帰る。
十月一日　雨。香港宮崎寅蔵の信，東京中西，田鍋の電報到。中西等予の東上を促す。中西列に返信
す。上田賢象，永原虎雄，津野一雄等前後来談。午後支那店に至り井手，松倉等と談じ，九時帰る。
十月二日　積陰，秋気頻催。朝北御門来訪。大坂鳥居赫雄の信到る。東京海軍々令部に支那政変に関す
る意見書を送る。夜池邊源太郎，嶋田数雄来訪。是日始て羽織を着く。
十月三日　陰天。午前矢野老来訪。午後井手三郎，樗木恒喜来訪。勝木は明日起程上海に赴くと云ふ。
夜古城貞吉来談。大坂鳥居赫雄の信到る。
十月四日　陰天。午前毛利篤来訪。葉室朝鮮行旅費に付き毛利と予と両人借主となり金円を借入るゝ事
の相談纏りしを告ぐ。山田珠一，葉室諶純，徳田弘等来訪。上海白岩より今回北京政変の詳報を送り
来る。兵学校生齊藤の信到る。大坂鳥居，東京安原に上海の通信を転致す。午後六時大江に至り出水
神社奉納の花火を見る。十時帰る。
十月五日　微雨。午前木下卯三郎来談。北京平山周，芝罘太田八十馬，上海山根虎之助の信到る。午後
新聞社より支那店に抵る。松倉の東道にて山田九郎と三人出て鰻飯を食ふ。九時帰る。
十月六日　晴天。午前山田夬来訪。本日上海より来着せりと云ふ。牛嶋某，川野廉前後来訪。佐々友房
氏の信到る。午後之に復書す。清国政変に関し質疑する所あり。直に書を作りて之を答ふ。津山土
屋，東京高山，中西の信到る。武藤虎太を訪ふ，在らず。
十月七日　晴天。土屋員安に返書す。葉室，上田等来訪。晩葉室離杯の案内至る事を以て辞す。
十月八日　晴。横田五郎来訪。晩国友重章，武藤虎太，葉室諶純，松倉善家四人を招き晩餐を饗す。東
京岸田吟香の信到る。予の上京を促す。
十月九日　晴天。朝毛利等を訪ひ，去て支那店に至る。井手亦来会。帰途大江に至り，五時帰る。中西
正樹の電報到る。康有為を日本に保護するの可否を問ひ来る。夜安原に発信。康有為を保護するの対
清政略に害有るを説き，宜く之を英人の手に委すべきを告ぐ。大江岳父，横田五郎を邀へ晩餐を共に
す。
十月十日　晴天。朝福島安正，安原金次に致書，康有為を日本に引受け保護するの不利を詳論す。支那
店に至り中西正樹に返電し，更に書を作りて言ふ所有り。松倉の為に牛荘領事田邊熊三郎，芝罘領事
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田結，天津領事鄭及び越山，高垣，太田に致すの添書を作る。岸田吟香翁に復書す。別に北京平山
周，小越平陸に致書す。午時井手の東道にて松倉と三人開陽亭に至り洋饌を吃す。夜一日会員の招き
に応じ鎮西館に至り，一場の談話を為し，九時帰る。東京中西に復書し康有為保護の不可を論ず。東
京安原金次，大坂鳥居，佐野，天津平山周，漢口井口等の信到る。安原報じて曰く，予が本月二日郵
送の清国政　変に関する意見書，乙夜の覧に供せりと云ふ。
十月十一日　晴天。大坂鳥居，東京田鍋，漢口岡，上海白岩に致書す。安達謙造，松倉善家来訪。午後
支那店に至る。松倉，井手，山田夬，平山諸人来会。夜十時松倉善家の支那行を送る。井手亦た此夕
を以て京都に赴く。同車送りて池田駅に至り別る。十二時帰宅。角田海軍少将岡次郎の信到る。
十月十二日　晴。鳥居赫雄の信到る。午前上田，牛島，川野廉来訪。午後池畑来訪。三時出て精養軒の
招待会に赴く。市長辛島格，岡崎唯雄，県参事安河内麻吉三人発起し，係はる会者徳久県知事，佐々
友房，大畑純次，松山守善，古城弥一郎，犬飼真平，東爽　五郎，蔵山昌親，迫源治郎，下田耕三，
山田珠一，高岡玄真以下八九人，予及び国友，安達来賓たり。国友，安達，予の三人各一場の談話を
為す。了りて洋饌の饗有り。八時辞帰。商業学校生三人来訪。
十月十三日　晴天。午前野田正，井芹経平，荘村秀雄，葉室諶純来訪。葉室に釜山領事伊集院彦吉への
添書，野田，廈門領事上野専一，沢村繁太郎への添書，並に商業学校生徒上海へ修学旅行を為すに付
き小田切上海領事，白岩龍平，勝木等へ添書す。午後米原を訪ふ。夜柏木，中根，米山来談。東京中
西より香港宮崎の信を転致し来る。
十月十四日　晴。午前支那店に至り，帰途鎮西館に山田，平山，安達等と会す。東京海軍軍令部より報
酬五百二十円を送り来る（十月より来年正月に至る四ヶ月分）。
十月十五日　晴。午前野田正，上田，福岡人末永節及び山田夬等来訪。晌午緒方二三来談，本日来着せ
りと云ふ。東京中西の信到る。午後軍令部高橋副官並に安原に致書す。午後支那店に至り人に托し軍
令部の送金五百二十元を銀行より受取り，福永の預金定期預とし，別に二百五十円を九州日々新聞社
に預り，夜末永節，山田夬来訪。井手三郎京都の信到る。
十月十六日　晴天。午前河口，葉室，徳田来訪。東京福島安正の信到る。午後鎮西館に至る。安達，山
田皆在らず。去て葉室に抵る。三時静養軒に至る。五時清韓曾遊会を開く。会する者高田露，佐々友
房，岡崎唯雄，佐藤潤象，佐藤敬太，村上一郎，日下部正一，山田夬，山田珠一，末永節，古荘弘。
古城貞吉，山田九郎，緒方二三，牧，赤峰，池畑，伊藤忠雄，国友重章，有吉虎若，相部直熊以下十
余人。九時帰る。東京井上雅二の信到る。留守中井芹来訪。
明治三十一年十月
十月十七日　晴。朝井芹経平来訪。香港宮崎寅蔵，上海白岩龍平，漢口岡，柳原，北京小越平陸，東京
田鍋安之助の報告到る。皆報ずるに清国形勢の急迫を以てす。午後山田珠一来訪。緒方二三，藤本親
信来り，別る。東京安原に上海通信並に香港の通信を郵寄す。夜徳久知事より県属を使者とし名刺を
送りて予の行を送る。書翰を作りて之に答ふ。是夜終列車にて上京せんとす。行李を整頓す。十時半
池田駅に至り，十一時の汽車に乗ず。夜冷気身に逼り安眠すべからず。
十月十八日　晴。汽車に故障有り。進行甚緩。午前九時半漸く門司に達す。石田に投て休憩。午後三時
山陽汽船の上等室に搭ず。夜八時船徳山に達す。九時の汽車に乗じ大坂に向ふ。
十月十九日　陰。零時三十分大坂に達す。深水氏の寓，南本町三丁目竹内方に投ず。鳥居，佐野，松田
来訪。井手に京都に電報す。夜井手三郎，中島真雄前後来会。十一時深水氏を辞し井手と広小路鳥居
の寓に到り宿す。雨。
十月二十日　雨。佐野，深水二氏来会。午後三時井手と深水氏の寓に到る。六時大坂朝日新聞社の招飲
に平野町堺卯に赴く。社員久松，須崎，鳥居以下七人来会。八時辞して今橋二丁目紫雲楼に中嶋真雄
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に会す。談話十一時半に及で帰る。
十月二十一日　陰。午前鳥居氏を辞し，深水氏の寓に抵る。井手十一時の汽車にて熊本に帰る。午後一
時十二分大坂発の車に搭じ東京に向ふ。深水送りて駅に至り，周旋甚だ到る。
十月二十二日　陰。早起冨山を望む。白雪半峯，風趣言ふ可からず。八時四十五分新橋に達す。中西，
井深，田鍋諸氏来り迎ふ。同文会に到り四人快談，晩に至る。土屋員安，橘三郎の信到る。熊本留守
宅，並に古城貞吉，深水十八に発信す。夜近衛公爵を訪ひ，茶話時を移て帰る。途中平山を三橋に訪
ふ，在らず。鄒殿書，孫文に致書す。
十月二十三日　晴。早朝安原を訪ひ，去て松平正直を敲き，談話時を移し清浦奎吾に抵る，在らず。名
刺を留て帰る。岡次郎，中野二郎，井深仲卿，田鍋安之助，大内暢三，向野賢一等来訪。留守中宮島
大八来訪せりと云ふ。晌午孫逸仙に三橋に会す。平山，可兒等在焉。午餐を共にし，二時帰る。晩中
野の招邀に一旗亭に赴く。懽談八時に及で帰る。田鍋来宿。是夜会者中野，中西，田鍋，井深及び予
也。
十月二十四日　陰天。午前八時田鍋と上車。淡路町万世倶楽部に赴き，東亜会員犬養毅，平岡浩太郎，
池邊吉太郎，江藤新作，大原武剛，井上雅二，三宅雄二郎，佐藤宏等と会し，我同文会並に東亜，東
邦協会，亜細亜協会等の大合同を謀る。我党より出席する者中西，田鍋，井深，中野，及び余の五人
なり。十時会散ず。銀座に岸田を訪ひ，去て軍令部に至り伊東軍令部長，諸岡次長，安原大佐等に面
し，対清の方策に就き大に意見を陳す。午後西郷海軍大臣の約に赴く。清国経略に関する持論を説話
す。大臣悦ぶこと甚し。曰く，去年来彼国の形勢皆貴説の如く推移し来る。軍国の為に得る所多し。
謝する所を知らずと。余事有るを以て再会を約て去り，清国公使李盛鐸を訪ふ，在らず。故人鄒殿書
を見る。倒履相迎へ歓談時を移す。鄒は江西の名士なり。平山周，田鍋安之助前後来訪。井上雅二，
緒方二三の信到。河口介男に発信す。
十月二十五日　雨天。午前井深，田鍋来訪。午後近衛公爵来過。中野，大内等亦来会。議事時を移し，
晩新橋浜の家に至り，近衛公以下中野，大内，中西，田鍋等と会飲。時事を暢談して三更に到る。十
時半諸氏に別れ，田鍋と新橋に至り康有為の一行を迎ふ。宮崎寅蔵同く到る。十一時半帰寓。是日清
国志士鄒凌瀚，並に公使館員廖宇春来り訪ふ。談時を移て去る。大隈総理大臣，明日午前十時外務に
て会見の事を通牒し来る。
十月二十六日　晴天。朝荒井甲子之助来訪。昨夜上海より要事を齎らし帰着せる者なり。末永節，山田
夬，山下稲三郎等来訪。十時大隈総理の約に赴く。是日大隈並に鳩山次官等と会見の筈なりしも，尾
崎文部辞職問題の為め昨夜来憲政党内部に葛藤を生じ，内閣の動揺を来したるに因り大隈，鳩山共に
主務省に出頭するを得ずとて，秘書官加藤常太郎をして違約を謝せらる。去て参謀本部に至り福島安
正を訪ひ，十二時帰る。午後宮崎寅蔵，平山周，向野堅一等来訪。宮崎，平山と上車，早稲田に至り
孫文に会す。予は柏原文太郎（専門校幹事）と共に鶴巻町四十番地に至り，亡命の客王照，梁啓超二
人を見る。梁は予の故人なり。手を握て一笑，新を談じ旧を話し，時を移て別る。二人皆髪を断ち洋
服を著く。薄暮帰寓。山下稲，平山周，宮崎寅，井上雅二，西田龍太，岡次郎等交も来訪。岡氏葡萄
酒六本を贈る。中西，宮崎，平山等と談，十一時に及で散ず。是日黒田枢密院議長より照会あり。明
日午前予と面談を求め来る。安原来訪。
十月二十七日　陰天。朝荒井，田鍋，安原大佐等来訪。十時上車，芝三田に黒田伯を訪ふ。容貞一野翁
の如く，恭謙士に下り礼遇具さに至る。曰く，本日貴下の来駕を煩し清国の時事並に将来の帰向に付
き高説を聞んと欲す。特に宮嶋誠一郎，道家秘書官をして坐に陪せしむと。質問頻りに起る。予現勢
及び将来の変局と国家の之に応ずるの方法を挙て詳説す。黒田氏悉く秘書官をして筆記せしむ。十二
時午餐の饗あり。談話午後三時に及で辞し帰る。田鍋，中野，宮崎，平山前後来訪。上海白岩の信到
る。林市蔵の信到る。近衛公より松茸を贈り来る。
67
十月二十八日　雨天。朝大坂朝日新聞社吉村平造来訪。熊本留守宅より沙市松平の書信を転致し来る。
井手三郎に発信，合同の顛末を報ず。遠藤留吉来訪。午前十時上車，海軍省に至り安原に面し，去て
岸田吟香を銀座に訪ふ。中餐の饗を受け，転じて谷中初音町全生庵荒尾精の墓に展し，其の三回忌の
法会に列す。香料五円を供す。会者小山秋作，中野，中西，佃，田鍋，杉山，原，川嶋，岡，井上等
十六七人。畢て中西と共に帰る。清国全権公使李盛鐸並に鄒凌瀚等来り訪ふ。梁啓超の信到る。夜山
下稲三郎，川島浪速来り訪ふ。八時麹町三橋に平山，宮崎，大原義剛，中西等と会す。大原福岡人有
為の才也。
十月二十九日　晴天。荒井，山田夬等来訪。十時宮崎と横浜に至り孫文を訪ふ。午時孫の寓に於て楊衢
雲，譚某等と洋饌を食す。午後孫，楊等と清国会館に至る。結構壮麗。茶話少時にして，黎煥垣を訪
ふ。晩陳植臣主人と為り，孫，黎，譚兄弟と共に予を東印度商会の楼上に饗す。膳部は正式の広東料
理にして，十二碟十六碗，山海の珍味悉く具はり，接待甚だ到る。快談七時半に及で辞し帰る。席上
印度人二名有り。膳部の周旋を為す。二人能く邦語を解す。曰く，不日印度料理を備へて貴客を待た
んと。九時汽車新橋に達す。途上大原武剛を信濃屋に訪ひ小談，帰る。
十月三十日　陰天。午前山田珠一，荒井，鄒淩瀚，田鍋，柏原等来訪。根津並に熊本留守宅に発信す。
午後上車，麹町一丁目に至り橋本齊次郎を訪ひ小談，去て小山秋作を敲き，転じて神田連雀町に佐々
友房，山田珠一を訪ひ，佐々氏の処にて三人会食し，談話深更に及んで宿す。宇都宮太郎の信十二時
半に至る。
十月三十一日　晴。早朝山田と今戸に至り長岡護美子を訪ひ，談話時を移て帰る。山田の寓に小休し，
早稲田鶴巻町に梁啓超，王照二人を訪ふ，在らず。名刺を留て別を為し，柏原文太郎と共に康有為を
加賀町に訪ふ。湖南南学舎の代表書唐才常在焉。唐は湘中の志士義兵を挙んと欲するを以て日本に来
り。兵を借り兼て声援を請ふ也。康有為頻に援助を乞ふ。予曰く，政府決して軽しく兵を出さず，只
だ時会にして到らば求めざるも助けんのみ，独り我輩能く力を義軍に添へ諸君の志望をして全からし
めんと期す云。康曰く，南学会員約一万二千名，皆上流の士子，前任湘撫陳宝箴之が会頭にして徐人
鑄，黄公度，之が副たり，湖南の動力実に此会に在り，一旦事発せば直に進で官軍の能く戦ふ者は
袁，聶，董の三軍，合計三万人に過ぎず，義軍進で湖北に入らば張之洞に応ずるの約有り云々。談話
十一時より午後二時に及で帰る。池邊吉太郎，宇都宮太郎等来訪せりと云ふ。晩田鍋，岡，宮崎来
訪。池田末雄の信到る。鄒淩瀚来談。
十一月一日　陰天，風大。朝遠藤生来訪。上車，出て宮島大八を訪ひ小談。去て近衛公を訪ふ，在ら
ず。転て三橋に至り宮崎を敲き，九時軍令部に安原を訪ふ，在らず。午後松本正純来訪。晩渡邊魁来
訪。続て池邊吉太郎，田鍋安之助，川島浪速，小山秋作，原聞一，佐藤宏，佐々木四方志，並に湖南
人畢永年，唐才常等来訪。唐は湖南南学会の代表者にして義兵を湖南に挙んと欲し，我同志の助力を
借らんが為に来れり。予之に懇諭し，暫く沈潜，時機を待ち此間専ら準備を為し予の渡清を待ちて方
略を妥定せん事を約す。談話十時に及で散ず。林市蔵，池田末雄，白岩龍平に復書す。
十一月二日　陰天。朝荒井来訪。八時安原を麻布に訪ふ。途中之に逢ふ，立談片刻。去て清国公使館に
至り公使李盛鐸を見る。暢談時を移す。李頻りに清国政変前後の情形を説く。恰も予の当時忖度する
所の如し。李曰く，此次の政変を観測するの要点は，太后，皇帝を廃するの宿謀を以て観察の根幹と
為せば，枝葉自ら分明ならん。康有為は間接に太后に致さん断髪易服を皇帝に奏請し，帝をして殆ど
之に同せしめたるが，太后直に之を以て奇貨と為し，平素の素願たる皇帝を斥けて其政権を奪ひやる
也，且つ太后の人を用ゆる，朝に信じて夕に之を疎んじ喜怒常無く，甚しきは最愛の宦官李蓮英の一
言に聴て大臣を任免するに至る。又曰く，栄禄は皇帝保護に忠なる者なり，帝の無事至るは栄擁護の
力なり，太后の権柄を以て栄を動かし能はざる所以の者は聶，董等の軍隊皆節制に帰し兵士の心を得
る事深く，若し之を動かせば軍隊の内叛有らん事を懼るればなり。又曰く，守旧派の首領は徐桐，剛
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毅等にして，皇太后，李鴻章は露国の勢に依頼し国事を料理せん事を期する者なり云々。鄒殿書，馮
孔懐亦来り陪す。十一時辞帰。白須貞来訪。午後一時神田万世倶楽部の東亜同文会の大会に出席す。
近衛，長岡，岸田，三宅，池邊，安東，中野，佐藤，井上，宮崎，中西，山田，末永，財部，原口，
佐々木以下会する者三十余人。五時佐々木に佐々，山田二氏を訪ひ小談，帰る。晩田鍋，荒井，尾
本，西田，駒澤，山下等来り訪ふ。熊本留守宅より芝罘平原の信を転致し来る。河口介男の信到る。
安原を訪ひ小談，帰る。是日山田珠一に托し池田末雄に亀雄の食費不足六円余を送る。
十一月三日　雨天。天長節。朝亀井英三郎来訪。正午車を命じ風雨を衝て支那公使館に至り鄒殿書を訪
ひ，西郷氏への添書を交付し，去て亀井を四谷に訪ひ小談。転て鶴巻町に赴き梁啓超，王照二人を見
る。談論黄昏に至る。梁頻りに予に説くに湖南の急を以てし，速に援助の策を定めん事を乞ふ。予之
を慰藉し暫く隠忍せしむ。二人に別を叙し，去て神田に至り佐々，山田二氏に会し晩餐を共にし，三
人連床，夜話深更に至り寝に就く。
十一月四日　陰晴無定。午前岸田吟香，山田夬，田鍋安之助，池邊吉太郎来訪。正午池邊と出て一旗亭
に至り中食を共にし，談話時を移て別る。漢口岡，上海白岩，宦，熊本留守宅並に井手三郎の信到
る。夜荒井，田鍋，小川等来談。宮島大八来り，菓子一箱を贈る。京都根津，大坂深水に発信。
十一月五日　晴天。朝宮崎，西田等来訪。午後宮島大八来訪。岡次郎，中野二郎，中西重太郎等亦来
訪。五時同文会を辞し，新橋六時発の汽車にて帰程に上る。中野二郎，宮崎寅蔵，中西正樹，宮島大
八，孫文，平山周，中西重太郎，今田主税，小川某，大原某，　岡次郎，田鍋安之助等来り送る。
十一月六日　晴。午前九時京都に達す。上車，若王子に根津一を訪ふ。晌午辞し帰らんと欲す。根津苦
留已まず，酒を命じて小酌す。午後一時半辞して，七条停車場に至り，二時半の汽車に乗ず。二時
四十分大坂に達す。南本町深水氏の寓に投ず。晩松田，鳥居二氏来談。
十一月七日　晴天。是日深水氏と同伴，先考の曽て命ずる所を継承し能勢妙見社に謁せんとし，午前五
時寓を出で梅田停車場に至り上車。伊丹を過ぎ池田駅にて下車。腕車を雇て発す。池田町を過ぎ池田
川の左岸に沿ひ渓山の間を縫ひ行く。約一里半許平野村に至る。人家二十許山間に在り，有名なる平
野礦泉は断崖の下に湧出す。又行く一里半，二軒茶屋に小休し，険絶甚しく歩履頗艱む坂道を登る。
十八町頂上に達し，茶店に投じ小憩。妙見祠に展し，本道を取て下る。十二時半吉川村に達し，津
の国屋に投じ中餐し，一時出発帰途に就く。二時半池田駅に着す。茶店に小休，汽車を待つ。三時
三十五分の車に投じ大坂に帰る。晩鳥居の招邀に築地多
たけしき
景色楼に至る。松田，深水と四人なり。九時
帰る。
十一月八日　雨天。朝鳥居，松田，佐野，横田安止等来訪。午前十一時二十五分梅田発の汽車に乗ず。
佐方重慶，横田，鳥居，佐野，松田，深水等来り送る。神戸にて山陽の列車に換坐す。夜十二時徳山
に達し，汽船春日丸に搭ず。
十一月九日　朝雨。午前六時船門司に達す。直に上陸，七時二十分の汽車に乗じ，午後三時十五分熊本
着。
十一月十日　晴天。東京中西，中島井手に発信す。東京安原，山田，並に白須貞に発信。白須に為替錯
誤金三十円を返却す。九州日々社に高木を訪ひ，去て支那店に至り小談，帰る。
十一月十一日　晴。午前平山岩彦来訪。午後出て古川権九郎を訪ひ，去て大江より横田に至り晩食し，
帰途米原を敲き小談，帰る。東京中西の信到る。畢永年湖南よりの電報に接し，近日西帰の事を報
ず。朝鮮葉室の信到る。井手三郎の手書に接す。
十一月十二日　晴天。上海白岩，漢口岡に発信し，湖南の動静並に張之洞の近状を問ふ。井手三郎より
其の厳君古稀寿宴の案内状を送り来る。午後出て支那店に至る。深水十八大坂より帰来。中島裁之亦
来会。晩食後帰宅。宇土奥村宅より反物を贈り来る。
十一月十三日　陰天。是日午前九時鎮西館にて毛利，高木，平山等に会し，中島井手宅古稀の寿宴に列
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せんとし，支那店に至り中嶋裁之を誘ひ上車。高橋，小島を経て中島に達す。会する者三十余人。午
後四時井手氏を辞し，高木，毛利，嶋田，中嶋，板井，池邊，平山等と白水の堤に沿ひ徒歩して帰
る。両岸の紅葉甚だ佳矚たり。夜六時半千反畑の宅に着す。
十一月十四日　微雨。女児清子の誕生日たり。五時より親戚を招き小宴を開く。夜古川権九郎，津野一
雄，上田，牛島等来談。
十一月十五日　陰天，風大。漢口岡幸七郎の信到る。弟亀雄台湾より名古屋に帰着し，電報を以て金員
を要求し来る。
十一月十六日　陰天。午後古川権九郎を訪ひ，三時帰る。晩食後古川を誘ひ町野一清を訪ひ，帰途津野
一雄を敲く，在らず。途中之に会ふ。東京白須より返戻金三十円の受取を送り来る。
十一月十七日　雨天。東京安原金次の信到る。是日亀雄に金五円を郵便為替にて千葉県佐倉に送致す。
十一月十八日　秋雨蕭条。東京中西正樹，田鍋安之助の信到る。
十一月十九日　晴。京都根津一，東京山田珠一の信到る。東京中西正樹に復書す。北京松倉善家の信到
る。晩井手に発信し，松倉に芝罘に復書す。是日上田賢象，深水十八，篠原由雄来訪。
十一月二十日　晴天。午前支那店に至る。井手，深水亦到る。中食後井，深二氏を拉し家に帰り談ず。
四時二人辞帰。留守中高木正雄来訪せりと云ふ。仏国に在る福本日南の信到る。夜米原来訪。
十一月二十一日　陰天。午前國友重章来訪。長崎中島真雄の電報到る。東京宮島大八に写真一枚を送
る。午後古川を訪ふ。晩餐の饗を受け，共に出て池邊を訪ふ，在らず。夜微雨。
十一月二十二日　積陰，欲雨。上海白岩龍平の信並に亜東時報到来。夜深水十八来訪。本夜より大坂に
赴くと云ふ。
十一月二十三日　晴天。午前古川より呂宋煙草一箱を贈り来る。午後池邊源太郎来訪。晩宮崎寅蔵の信
到る。
十一月二十四日　晴天。京都根津一，中島真雄，東京中西，田鍋，山田珠一，宮崎寅蔵等に発信す。中
西正樹の信到る。午後井手三郎，高木正雄来談。大江より晩餐の案内あり，内人と共に赴く。九時帰
る。
十一月二十五日　陰天。午前井手三郎来訪。中食後共に出て古川権九郎を訪ひ，三時帰る。晩井手，古
川を招て食事を共にす。津野一雄亦来訪。井手留宿す。夜雨。
十一月二十六日　雨。午前井手辞し帰る。東京古城貞吉の信到る。午時鎮西館平山より書信を以て高瀬
壮年会員の請求を伝へ，予の該地出張，一場の支那談を為さん事を請ふ。余之を辞す。
十一月二十七日　雨天。去年是日予膠州の警を聞き，郷を辞し清国に遊ぶ。上海白岩，漢口岡，緒方，
柳原諸人に致すの書を作り，之を深水十八の漢口に赴くに托す。午後六時出て支那店に至り深水十八
の支那行を送る。十時五十分春日駅にて上車，池田にて深水に別れ，月を踏で帰る。山田九郎，荘村
秀等来訪せりと云ふ。
十一月二十八日　晴。東京中西正樹，福岡大内暢三の信到る。井手に発信し中西の書札を転致す。晩大
内を研屋支店に訪ふ。高木正雄在り。八時辞帰。夜十二時亀雄福岡より電報にて金五円を要求す。
十一月二十九日　晴。早起厳霜為雪。午前九時内人と池田駅に至り汽車に乗じ宇土に到る。城の浦叔
母，水谷縁族を歴訪各銭物を贈り，法華寺の先塋に謁し，上車城山に至り，先人の墳に展し香花を捧
げ，去て一里伯母氏を訪ひ，酒資若干を贈り中食の饗を受け，二時半の汽車にて熊本に帰る。漢口岡
幸七郎，上海井口忠次郎，東京平原文三郎並に大内暢三の信到る。
十一月三十日　陰天。午前福岡亀雄の信到る。直に之に復す。晩内人と大江に到り，九時帰る。弟亀雄
来着。是日済々黌井芹経平より同黌大兎狩矢開きの案内状到る。事故有て行かず。
十二月初一日　晴。午後古川を訪ふ。柴田亦来会。晩餐の饗を受けて帰る。夜雨。
十二月二日　雨天。井手三郎の信到る。東京佐々友房氏に致書す。
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十二月三日　晴。東京田鍋安之助の信到る。直に之に答ふ。
十二月四日　晴。午後井芹経平来訪。夜牛島，荘村，古川，永原等前後来訪。福岡大内暢三の信到る。
是日家宅大掃除を為す。
十二月五日　晴天。屋内外の大掃除を為す。午前山田九郎来訪。近日台湾に渡航すと云ふ。午後河口介
男，北御松二郎来訪。夜古川，津野来談。津野の請に係り熊本講の株を本人に譲与す。
十二月六日　晴天。上海白岩龍平の信並に福岡大内暢三の電報到る。午後出て山田九郎を訪ふ，在ら
ず。上海深水十八の信到る。
十二月七日　陰天，午後微雨。支那店を訪ひ，五時帰る。
十二月八日　晴。午前本妙寺に展し，去て北御門松二郎を島崎岳林寺に訪ひ小談。同人を誘て一小旗亭
に投じ小飲，三時熊本に帰る。東京岡二郎の信到る。
十二月九日　晴。午前佐野直喜来訪。東京池田末雄，鳥居赫雄に発信す。午後柴田常三郎来訪。夜内人
と横田氏を訪ふ。
十二月十日　晴。午前古川，永原来訪。共に出て佐野を敲く，在らず。去て歓聚館を縦覧し，転て佐野
を訪ひ，相携て水前寺に至り小酌。午後三時秋山儀太郎に抵り其の厳君のを吊して帰る。古川の処に
至り小坐，帰宅。夜心気不舒。
十二月十一日　陰。朝谷口長雄来訪。晩内人と大江の招邀に赴き，九時帰る。柴田に発信す。
十二月十二日　雨天山下稲三郎，久留米よりの電報到る。午後井手三郎，中島裁之来談。井深彦三郎，
長崎よりの電報到る。
十二月十三日　雨天，強風。午後降雹。午前佐野直喜を訪ひ小談，帰る。上海白岩，漢口岡並に古城貞
吉の信到る。晩白岩，古城，山下稲三郎三人へ復書す。
十二月十四日　陰。古城貞吉の信到る。晩親戚二三を招て小宴を開く。
十二月十五日　陰。山下稲三郎，齊藤国雄，樗木成章の信並に東亜同文会規則郵到。午時諸妹を招き亀
雄の東帰を餞し旅費拾一円を贈る。東京小山秋作，宇都宮太郎，梶川重太郎等へ致すの信を亀雄に托
す。
十二月十六日　晴天。午後北御門松二郎来訪。東京鳥居赫雄の信並に東亜時論第一号郵到。
十二月十七日　陰。年金三十円を受取る。午后手島，上田の両生来訪。晩米□氏を敲く。
十二月十八日　晴天。海軍々令部高橋副官の信到る。午后支那店に至り，四時帰る。晩河口氏を訪ふ。
留守中古川，津野外一名来訪せりと云ふ。
十二月十九日　晴天。午前東京山田珠一に致書す。午後古川を訪ふ。三時帰る。牛島生来訪。漢口より
帰来せる者なり。
十二月二十日　晴。午前北島某来り，亡弟光彦の負債五円を代償せん事を請ふ。予其の情を憐み之に二
元を附す。夜十一時東京田鍋よりの電報到。
十二月二十一日　晴天。午后二時山田九郎氏，北堂の葬式に出町往生院に会す。序を以て藤本親信氏に
托し，東京田鍋への返電を発す。留守中国友重章来訪せりと云ふ。夜内人と相携へて通町骨董店を観
る。宇野七郎氏新聞社預金三口の利子合計二十三円九十五銭を持参す。
十二月二十二日　晴。去年是日独逸人膠州湾占領の情況視察の為め芝罘を発し膠州に向ふ。午前建町骨
董店に至り，傢伙各種を購ふ。代価十二円五十銭。芝罘，仁川両地より松倉善家の信到る。
十二月二十三日　晴天。午前齊藤国雄，春日某来訪。
十二月二十四日　朝雪。午前古川，津野と出て塩屋町に至り，熊本講株券，津野一雄に譲渡しの名前替
を服部文節の処にて済し，去て春月より午後二時車に投じ松橋に向ふ。永原の寓にて古川，津野の寓
にて古川，津野，志水等と会飲す。夜転て志水の寓に至り，十時十二分の汽車にて熊本に帰る。家に
到るの時十二時也。東亜同文会の信到る。
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十二月二十五日　晴。上海白岩の信到る。井手三郎に発信す。毛利篤来訪。是日毛利と連名にて支那店
より金五十元を借り，葉室の朝鮮行盤費，予と毛利の保証にて東某より借りし分を返済す。
十二月二十六日　雨天。東亜同文会に十一，十二月分会費二円を小為替にて送る。
十二月二十七日　晴。午前久留米山下稲三郎来訪。其渡清の事に付き商量す。東京宮島大八より書籍数
部を贈り来る。木下宇三郎来り別を告ぐ。来月二日より東京参謀本部に転任すと云ふ。漢口岡幸七郎
の信到。午後出て支那店に至り，四時帰る。
十二月二十八日　晴。午後深水十八来訪。昨夜漢口より帰来せりと云ふ。漢口岡幸七郎，台湾木下賢
良，横浜大同学校の信到る。久留米山下に電報を郵送す。夜船津辰一郎来訪。共に出て通町に至り鶏
飯を食ふ。船津を留て宿せしむ。
十二月二十九日　陰晴無常。朝船津辰一郎辞し帰る。谷口長雄来談。井手三郎来訪。午後三時半帰る。
徳久知事より晩餐の案内あり。予先約有るを以て之を辞す。晩海軍兵学校生齊藤国男，春日某並に牛
島文弟，河口，上田，内田等を招き会食す。
十二月三十日　晴。朝松倉善家の信到る。出て高木，支那店を歴訪し，春日に松倉を訪ひ小談，帰る。
芝罘領事田結切三郎の信到る。津野一雄より七円五十銭を送り来る。晩内田岳父，横田隠居，河口介
男を招邀す。
十二月三十一日　陰天。去年是日膠州湾より帰途山東の鉄口駅に宿す。午前松倉善家来訪。蓮子糖一
匣，朝鮮巾着，山東白菜等を贈る。午後横田五郎来訪。夜年内の事を料理し了はり迎年の準備を整
へ，九時内人と出て通町に至り家什其他雑品数点を購ひ帰る。東京佐々友房氏の信到る。予と井手と
の東上を勧め来る。是夜明治三十一年盡日たり。短檠深坐夜を守りて四更に到る。除夜の詩を賦す。
　
